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。議長(石坂勝雄君)

午前 10時 15分開会

おはようございます。これより昭和 58年第 4回日野市議会臨時

会を開会し、直ちに本日の会議を聞きます。

ただいまの出席議員 29名であります。

次に日程第 1、会議録署名議員の指名の件については、 会議規則第 70条の規定により、議長

において指名いたします。

2 3番米沢照男君

2 4番中山基昭君

を指名いたします。

次に日程第 2、会期の決定の件を議題といたします。

議会運営委員長の報告を求めます。

〔議会運営副委員長登壇 〕

0議会運営副委員長(黒川重憲君) 奥住委員長病気療養のため、副委員長かわりまし

て御報告を申し上げます。

先ほど議会運営委員会を開会いたしまして、本日の会期について審議をいたしました。全会一

致、本日 1日限りと決定をいたしました。よろしくお願い申し上げます。

0議長(石坂勝雄君) ただいまの議会運営委員長の報告のとおり、会期を決定するに御

異議ありませんか。

c r異議なし」と呼ぶ者あり〕

0議長(石坂勝雄君) 御異議ないものと認めます。よって会期は本日1日と決定いたし

ました口

議案上程に入る前に理事者より発言したし、旨申し出がありますのでこれを許します。生活環境

部長。

0生活環境部長(坂本金雄君) 台風 5号の御報告を申 し上げたし、と思います。

台風 5号の襲来につきましては、議員の皆様方から多大の御心配をいただし、たところでござい

ますが、御案内のとおり、 1 7日午前 7時に愛知県、静岡県境に上陸をいたしまして長時間の停

滞と迷走を繰り返しました雨台風で、ございました。市といたしま して、これに対応いたしました

のが 17日の午前 6時に地域防災計画によります警戒配備態勢を発令をいたしまして、 1 3時間
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後の午後 7時にこれを解除いたしました。以下お手元にお配りいたしましたプリントに従いまし

て降雨量、( Iプリントないよ」と呼ぶ者あり)大変失礼を申し上げました。それではお手元の

資料に従いまして降雨量から簡単に概略を御説明させていただきます。

8月 15日から 8月 17日まで降雨量につきましては 109ミリ、 59.5ミリ、 1 1 1. 5ミリ

それぞれ降雨量がござし、まして、その合計が 280ミリに達しております。 1日の最大降雨量に

つきましては、その右側の欄にございますとおりでございまして、最高 1時間当たり 33.5ミリ

メートルの雨量がございました。さらに 2番目に市内の高幡橋及び日野橋の水位について御報告

いたしますと、建設省が決めました高幡橋、日野橋の観測地点の指定水位、警戒水位、 それから

計画高水位につきましてはその表に載っている数値でございます。それぞれ高幡橋浅川系につき

ましては、 8月 17日の午前 8時に 2メーター 37と一番高水位に達しており ます。多摩川系の

日野橋につきましては、 2.8 4メートル 8月の 17日午後 1時にその数値が出ておるところでご

ざいます。さらに 3の被害状況にまいりますと、家屋の浸水、床上浸水が 6件ございました。多

摩平六丁目 28、 39番地付近でございます。さらに床下浸水が多摩平六丁目、日野、湯沢川周

辺、新井、下回そのよ うな地点で合計 27件床下浸水が出てお ります。この床下浸水につきまし

ては、昨日午後 1時より健康課を中心といたしまして、 5班の消毒斑を編成いたしまして、留守

の家庭 2件を除きまして全部消毒は終わっております。この 6件、 2 7件以外の周辺にも消毒を

実施しております。

それから道路の冠水につきましては 7件ございます。多摩平四、六丁目、新町、日野、日野台

外でございます。さらに公共施設の流出でございますが、駒形公園の渡し船の発着所これが使用

不能になっております。それから、がけ崩れでございますが、 1件ございまして南平二丁目 40 

番地、南平台団地の一番上の方でございますが、のり面が幅 6メートル、 高さ7メートルにわた

りましておよそ 4立方米の土砂が流出してございます。この個所につきましては、こののり面の

土地の所有者が動物園あるいは田園企業、その境界がまだ不明でございましてはっきりいたしま

せんので、これにつきましては都市計画課が中心になりまして境界を決めてそれぞれ適切な処置

をとりたいと思います口なお流出した土砂の周りには土のうを積みまして二次災害の起こらない

ような配慮がしてございます。斜面にはシート 9枚を使いまして覆ってござし、ます。それから市

道の陥没がございます。道路の陥没がございます。本町二丁目 14番地第一小学校体育館横の市

道でございまして、 2メートル四方、深さ 30センチメートルの陥没がで、きましたが、これは土
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木課が中心になりまして復旧済みでございます。さらに農作物、用水関係の被害でございますが、

ハウス農作物については、台風の影響の被害と見られるものがございませんでした。なお用水に

つきましては、浅川系の用水、平山、豊田、上回、新井、向島これらの用水の取り入れ口が流出

をいたしました。さらに平山用水につきましては、取り入れ口から下流 10 0メートルほどのと

ころののり面に崩壊が生じております。このことにつきましては、東京都に災害復旧の申請をい

たしたいと思います。建設部水路清流課を中心にいたしまして対応してまいり t.::.l.t、と思います。

それから、これらの警戒態勢下の出動人員でございますが、 日野市の職員につき ましては、 副本

部長以下 72人態勢で警戒をいたしました。そのほかに日野市消防団から 8名、 日野市消防署

9 2名、日野警察署 60名、これらの方々の出動応援がございましたロ 以上概略につき まして御

報告をさせていただきました。

0議長(石坂勝雄君) ただいまの報告に対し御質疑はありませんか。飯山茂君。

015番(飯山 茂君) 御報告をお聞きしたんですが、多摩平六丁目はもう言う までもな

く例の第五小学校の隣の公園に遊水池をつく られてかなりのお金をかけたし、またあのときの悲

惨な子供さんの事故もございました。そうし、 う中で、今回こ うし、う事故が天災とはいえ出てきま

した。この間の 17日の朝の 6時ごろから日野自動車がたまたま夏休みを終えて初日の日でござ

いますので、豊田からのパス路線で来る人たちがパスがとまってしま う。ちょうどあの境が水浸

しになってエンジンに入ってしまう。また、大きなトラッ クがちょうど酒屋さんの前でとまって

いる D もちろん水があれだけ出たんで、すからですけれども、私はその前に公園の遊水池の操作を

どのようにされたのか、その辺をお聞きしたし、と思います。以上です。

O議長(石坂勝雄君) 生活環境部長。

0生活環境部長(坂本金雄君) 警戒配備荒廃勢を発令いたしました午前 6時に副本部長

であります助役、それから公害防災課長、 私と市内の危険個所を巡視いたしまして、ただいま飯

山議員さんの御指摘の場所にイの一番に行ってまいりました。おっしゃるとおりパスがすでに立

ち往生いたしておりまして、遊水池の方はどうかと思って見てまいりましたが、すでに遊水池は

いっぱし、でござし、まして、そこからあふれた水が道路を伝わって流れ出して、あそこに道路冠水

を生じた、とそういうような状況でございました。( I了解」 と呼ぶ者あり)

0議長(石坂勝雄君) 小山良悟君。

04番(小山良悟君) 今回被害に遭った家屋の浸水場所とか、あるいは道路の冠水、あ
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るいはがけ崩れとか、道路陥没、こういったようなところを二度とこういうふうな同じような被

害に遭わないような対策が当然必要だろうと思うんですが、この件についてはどのように対応を

考えておられるか、その 1点と、それから駒形公園の渡し船発着所がまた使用不能ということで、

これは台風が来るたび、に使用不能ということですけれども、これもたびたび、こういうふうな形に

なるということであればこの対策も根本的に考え直す必要があるんじゃないか、とい うふうに思

うんですが、この件についても今後どのように考えていかれるか、この 2点をお伺いしたし、と思

います。

0議長(石坂勝雄君) 生活環境部長。

。生活環境部長(坂本金雄君) 1点目についてお答えを申し上げます。

不幸にして床上浸水、床下浸水などの被害を受けられた御家庭につきましては、規定によりま

して、床上浸水の 6件の方につきましては、お見舞金を差し上げることにな っております。また、

常時この出水がある多摩平六丁目周辺の出水につきましては、この後お願いをする議案の中で、

ある程度解決できるものと考えております口以上です。

O議長(石坂勝雄君) よろしいですか。教育長。

0教育長(長沢三郎君) 駒形の渡し関係の問題でございますけれど、昨年度も台風で流

された。本年度実は渡しの件につきまして、もしできれば何か仮橋のような方法はないか、とい

うことも検討いたしましたが、河川の管理が建設省ということでございまして、なかなか新しい

そういう施策については、建設省の方の許可がおりないということで、いままでどおりの方法で

対応するならば前年度に準じてということで、許可が出るということで、本年度はとりあえず昨

年度と同じように渡し船で対応し、たしましたけれど、毎年繰り返されておりますので、十分検討

していきたいと思います。

0議長(石坂勝雄君) 高橋通夫君。

0 30番(高橋通夫君) 今回の台風で被害があったことは大変お気の毒と思し、ますが、こ

の多摩平六丁目の床上浸水というのは、実際にはこの道路からはかつて水が何センチぐらいあっ

たのか。ちょっとそういうことをはかったかどうか。

それから、いま小山議員が駒形公園のところの渡しのことについて発言があったんで、すが、こ

れはわれわれ議員としても、税金のむだ使いではなし、かというよ うなことを前から言っているん

ですが、水が出るたひ、に相当額の何百万円というのがわずかな日時に流されてしまうとし、うのは、
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これは考えなければならないということを発言しているんですが、ことしはやらなし、かと思った

んだけれどまたやって、使うこと幾ばくもなくしてまた流されちゃっているんです。こういうこ

とは、考えなければならないと思うんですけれども、市長はどういうふうに考えられているか。

それから、一小の南側に市道が陥没したというんだけれども、どうし、うわけで陥没したんだか、

この工事に何か手抜きか何かあったのかどうか。そういう点について建設部なりお願し市、たしま

す。

0議長(石坂勝雄君) 生活環境部長。

0生活環境部長(坂本金雄君) 多摩平六丁目の四つ角の水の深さでございますが、実

際にメジャーではかったわけで、ごさ:'"、ませんが、私のひざの上までござし、ましたので、 6 5ある

いは 70ぐらいの深さになったと思われます。

0議長(石坂勝雄君)

0市長(森田喜美男君)

市長。

ことしの夏は、台風が比較的少ないということで、最近好天が

続いたわけで、ありますが、このたび 5号の来襲を受けることとなり ました。私どもの地域といた

しましては、いわゆる雨台風の形で、河川の増水はございましたが、比較的被害というのは軽微

な方であった、とこのように言えるかと，思っております。そうして、日野市の特徴であります多

摩川、浅川、いま御質問の市民プールの対岸とのつまり水に親しむとし、 う施策の観点から、数年

来、渡し船の運航というと大げさでございますが、渡し船を子供たちの水に親しむ機会というこ

とで提供いたしております。確かにこれまでその目的はある程度達しておると思いますけれども、

鮒旨摘の反面もまたわれわれも感じておるところでございます。今後この地域は歩道橋をつけよ

うとし、う計画もございますし、十分検討いたしました上で、来年の態度を決めたい、このように考

えます。なお、昨日たまたま市長会の役員会がありまして、多摩川下流の調布市あるいは狛江市

等におきましては、やはり河川敷のグラウンドがそれぞれ冠水をしたとい うことを聞いてお りま

す。しかし、私どもの多摩川グラウンドは、辛うじて今回は冠水とし、う被害は受けないで済んで

おります。いろいろな意味で改善の努力をしながら市民要求にこたえる、そう し、う努力をやって

まいりたい、このように考えております。以上です。

0議長(石坂勝雄君) よろしいですか。建設部長。

0建設部長(中村亮助君) それでは私の方から 3点目の御質問、第一小学校の南側の

市道の陥没でございますけれども、これはやはり路盤の関係だろうと思います。そして、 工事上
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の舗装の関係だとかそうし、う問題につきましては、最近あそこをやっておりませんので、工事上

の原因だとは考えられません。ただ地下の埋設物がたとえば水道管なども入っておりますので、

そうし、う関係の原因も考えられるということでございまして、なお水道部とも原因につきまして

は、調査をしたい、というふうに考えております。(r了解」と呼ぶ者あり)

0議長(石坂勝雄君) ほかに御質疑はありませんか口滝瀬敏朗君。

029番(滝瀬敏朗君) この台風の災害につきましては、 下回、万願寺と いうふうな必ず

名前が出てく るわけでありますけれども、非常に残念に思うわけでありますけれども、 幸いにし

て先ほど市長の方からもお話がありましたよ うに最小限度で食いとめたとい うふ うなことの中で、

幸いに思うわけでありますけれども、私も当日見回りに出まして、いろいろ役所の職員、あるい

は新都市建設公社の職員等が見回り に来てくださ ってお りました。そういう中で、感じることは

いわゆる万願寺土地区画整理事業の中だとい うふうなことの中で、 どう言ったらし、し、んですか、

主たるその受け持つ課とし、し、ますかD そこはどこへ持っていったらし、し、か、ということを非常に

感 じたわけで、す。いわゆる、 その万願寺土地区画整理の中だから区画整理の方でそういうものを

処理をしていくのかどうか、土木の方は全然関係がないのかどうか。そういうことを非常に感じ

たわけで、ありますけれども、そういうことはどういうふうになっているのか、 説明をしていただ

きたし、と思います。

O議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) それでは、私からただいまの御質問についてお答え申

し上げます。

万願寺土地区画整理事業の中におきましては、この工事施行体が日野市でございます。区画整

理課が担当を行っているわけでございます。新都市建設公社は委託団体と していろいろ事業につ

きましての御協力をお願いしているわけでございますが、災害時におきま しては、やはり第一義

的には私どもの区画整理課がこれを担当するとい うことになろうかと思います。私ども職員を配

置いたしまして、事前に浸水あるいは危険個所とい うのを把握いたしまして、その人員で対応で

きる場合には区画整理課の中で、あるいは新都市建設公社の職員を派遣していただきま して、 対

応を図っておるわけでございます口しかし、これで間に合わなくなる場合が想定されるわけでご

ざいますけれども、そういった場合には、建設部の方、あるいは公害防災課の方に連絡を取り、

人員の配置をお願いする。あるいは建設協和会等にも御協力をお願いしていくという形になりま
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す。 したがし、まして、第一義的には私どもの区画整理課が所管するということになろ うかと思い

ます。じL上でございます。

0議長(石坂勝雄君) 滝瀬敏朗君。

029番(滝瀬敏朗君) わかりました。そういうよ うな問題につきましてはわかったわけ

でありますが、いわゆる上田用水の下流であります新井地域でありますけれども、あそこ改修を

今度されるよ うなことになっているわけでありますけれども、いわゆる、これは土木の方がやる

というふう な、土木の予算の中で、やってし、く、と いうことでし、し、わけですか。

それと、この問、そのわき とし九、ますか、その両側をいわゆる土俵を組み上げ、たわけで、すけれ

ども、これは何か話に聞きますと、区画整理の方でやられたとこういうふうな ことを聞いておる

んですけれども、だからそう いうこ とをど うもどこへ話を持っていったらスムースに話を聞いて

いただけるのかどう か。また、いわゆる土木にしても区画整理にしても、いま区画整理事業の中

で、新都市建設公社等がし、ろいろ入っているわけですけれども、そうし、うお話を聞くと、何かバ

ランスがとれていない、いわゆる一本化されていないというふうなことを感じるわけです。 です

から、そう しみ意味で私先ほど質問をしたわけであり ますけれども、そういうものをきちっと し

ておいていただきたし、。 窓口をひとつきちっとしておいていただきたい、こういうことを申し上

げたいですけれど、その辺についていま一度。

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。

窓口は区画整理課が主管いたします。区画整理課にいろいろ申し出いただければ私どもで対応

いたしますD それでほかに対する応援態勢も私どもの方からお願いを していく形になろ うかと思

います。 土の う積みま したのは区画整理課の職員が事前に危険個所を私どもチェッ クしてわかっ

てお りますので、そういったと ころについては事前に土の う積んだと いうことでございます。

それから、水路の改修につきましては、 抜本的には区画整理事業の中で施工してし、く、 という

形にな りますけれども、 それまでの暫定対応といたしましては、水路清流課の方で、あとは土木

課の方で実施をしていただしということになっており ます。以上でございます。

0議長 (石坂勝雄君)

ります。

ほかに御質疑はありませんか。なければこれをも って報告を終わ

これより議案第 58号、日野市市税条例の一部を改正する条例制定の専決処分の報告承認の件
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を議題といたします。

理事者から提案理由の説明を求めます。市長。

〔市長登壇〕

O市 長(森田喜美男君) 本日臨時議会をお願いいたしまして、 4件の議案御審議をお願

し、し、たします。よろしくお願し、し、たします。

ただいま上程されました議案第58号の提案理由を申し上げます。

本議案は、金融機関が月の間の第 2週土曜日でございますが、週休二日制の実施を始めること

となりました。このことに伴いまして、地方税法施行令及び地方税法施行規則の改正に伴いまし

て、日野市市税条例の一部を改正するものであります。地方自治法第 179条第 l項の規定に基

づき、昭和58年 7月26日付で専決処分をしたものであります。

詳細につきましては、担当部長に説明いたさせますので、よろしく御承認のほどお願し、し、たし

ます。

0議長(石坂勝雄君) 関係部長から詳細説明を求めます。市民部長。

0市民 部長(加藤一男君) それでは、議案第 58号につきまして内容説明をさせていた

だきます。

ただいま提案の際にも市長の方から申し上げましたとおり、銀行法施行令の一部改正がござい

まして、御承知のように 8月の第2土曜日から金融機関が週休 2日制に入っております。これに

伴いまして、地方税法の施行令と規則が改正に相なりまして、 7月 1日に告示になり、 8月 1日

に施行とし、う形で告示になっております。これに伴いまして 7月の 19の日に都の方から市税条

例の一部を改正する準則に接しましt.::.o内容を審査いたしまして、 7月の 26日に専決処分をさ

せていただきまして、 8月 1日施行とし、う条例制定をさせていただいたわけで、ござし、ます。

内容は大変恐縮でございますが、新旧対照表をごらんいただきたいと思います。法人の申告基

準日の関係でございます。従来は「民法 14 2条に規定する休日」とし、う規定がございました。

これに「または毎月の第 2土曜日」とし、う文言を加えさせていただきました。それから「その休

日を」というものを「これらの日」にというふうに改めさせていただいたわけで、ございます。よ

ろしく御審議の上御承認を賜りたし、と思います。よろしくお願い申し上げます。

0議長(石坂勝雄君) これより質疑に入ります。高橋通夫君。

030番( 高 橋 通 夫君) そうしますと、そのときに一緒に働いているところの市の職員は、
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どういうことをされるか、そのことについて。関連してあそこにいるところですね。市の職員の

人がそうした職員はどういうふうな仕事をするんだかその点。

0議長(石坂勝雄君) 収入役。

0収入役(加藤一郎君) 市の職員はどうするか、とい うことでございますけれど、この

銀行は休みでございますけれど、いわゆる営業が停止されるわけでございまして、金融機関は御

承知のとおりお休みになるわけですけれど、いわゆる派遣されているところの銀行の職員でござ

いますけれど、これにつきましては、 59年の 3月までは一応従来どおり派遣をしていただける、

ということになっております。それ以後につきましては、これからさ らに検討を進めますけれど、

いずれにいたしましても、 2 6市の収入役会の中におきましては、 急に派遣を停止されますと困

るということで、要望いたしまして、ただし、ま申し上げた期日までは一応派遣していただしと

いうことになっております。ですから、市の職員は、これは従来どおりのことですから。以上で

す。

0議長(石坂勝雄君) 高橋通夫君。

030番(高橋通夫君) そうすると、向こうは派遣があって従来どおり行政等には差し支

えないということですか。

収入役。0議長(石坂勝雄君)

0収入役(加藤一郎君)

O議長(石坂勝雄君)

差し支えございませんD

よろしいですか。ほかに御質疑はありませんか。なければこれを

もって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております本件については、委員会付託を省略いたし

たし、と思いますが、これに御異議ありませんか。

c r異議なしJと呼ぶ者あり〕

0議長(石坂勝雄君) 御異議ないものと認めます。よって本件については委員会付託を

省略することに決定いたしました。

本件について御意見があれば承ります。なければこれをもって意見を終結いたします。

これより本件について採決いたします。本件は原案の とおり決するに御異議ありませんか。

c r異議なし」と呼ぶ者あり〕

0議長(石坂勝雄君) 御異議ないものと認めます。よって議案第 58号、日野市市税条
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例の一部を改正する条例制定の専決処分の報告承認の件は、原案のとおり承認されました。

これより議案第 59号、黒川都市下水路(その 7)工事請負契約の締結、議案第 60号、黒)11

都市下水路(その 8)工事請負契約の締結の件を一括議題といたしたいと思いますが、これに御

異議ありませんかD

C I異議なし」と呼ぶ者あり)

0議長(石坂勝雄君) 御異議ないものと認め、一括議題といたします口

理事者から提案理由の説明を求めます。市長。

〔市長登壇〕

O市長(森田喜美男君) ただいま上程されました議案第 59号及び議案第 60号につい

て提案の理由をそれぞれ申し上げます。

議案第 59号は、黒川都市下水路(その 7)工事請負契約を締結するも ので、地方自治法

第 96条第 1項第 5号の規定及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する

条例第 2条の規定により提案をするものであります。 入札の結果、その 7は 1億 1，00 0万円で

株式会社清水組が落札し、たしました。

続いて議案第 60号について提案の理由を申し上げます。

同じくこの議案も黒川都市下水路(その 8)の工事請負契約を締結するもので、 地方自治法

第 96条第 1項第 5号の規定及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する

条例第 2条の規定によ って提案をするものであります。(その 8)は入札の結果、 1億500万円

で株式会社日野大野が落札し、たしております。

それぞれ詳細につきましては、担当部長に説明いたさせますので、よろしく御審議、御決定の

ほどお願し、し、たします。

0議長(石坂勝雄君) 関係部長から詳細説明を求めます。総務部長。

0総務部長(伊藤正吉君) それでは、議案第 59号の内容につきまして御説明を申し上

げます。

工事件名といたしましては、いま提案理由にもございましたように黒川都市下水路(その 7) 

工事でございます。別添いに 3枚目でございますが図面が添付してございます。御参照いただき

たし、と思います。

工事の施工個所といたしましては、多摩平六丁目 38番地先から同じく六丁目の 34番地先ま
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での 32 2メ}ターにつきまして、工事を施工するものでござし、ますロ施工の図面につきまして

は、黒く太線で示しである部分でございます。

工事の内容でございますが、これにつきましては、工事概要にも書いてございますように直径

1，6 5 0ミリ管を 138メートル、これは別に図面がございま して、六丁目の 38から36番地

まででございます。それから直径1，80 0ミリが 184メート ル、これは泉塚交差点に至る 184

メートルでございます。そのほかにマンホールを 2カ所ほど設置するものでございます。

契約金額でございますが 1億 1，00 0万、契約方法といたしましては、指名競争入札でござい

ます。

施工業者の指名につきま しては、 6月28目指名委員会によりまして、推進工事の経歴を持ち

ます 10社を選定し、 7月 15日に指名競争入札を執行いたしました。

入札の結果につきましては、別紙に入札調書が書いてございます。株式会社清水組が最低価格

で落札をいたしたわけで、ございますD

工期につきましては、契約日の翌日から59年 3月 27日でございます。

それから、 5の契約の相手方でございますが、東京都日野市大字石田 410番地の 6、株式会社

清水組、代表取締役 清水保雄でございます。

それから、次に議案第 60号の内容につきまして御説明申 し上げます。

工事件名につきましては、黒川都市下水路(その 8)工事でございます。これにつき ましでも

別添えに一応資料が添付してございます。一応東豊田一丁目のところから太線でずっと図示して

あるところが今回の施工個所でございます。

工事の内容につきましては、 矩形渠築造工事、それを縦、横 2，250ミリ管を 19 3.2 5メー

トル、これは都道まででございますが、それからその先が縦2，5 0 0ミリ、横 2，3 0 0ミリの矩

形渠を 39.45メートル現場打ちで、施工するものでござし、ます。そのほかに特殊マンホールを 2

カ所設置していきたい。契約金額につきましては 1億 500万。契約の方法につきましては、指

名競争入札口

施工業者の指名につきましては、 7月 25目指名委員会を開催し、 1 0社を指名しまして、 8 

月8目指名競争入札を執行いたしました。別紙に入札調書が書いて ございますよ うに、株式会社

の日野大野が最低価格で落札をしております。

それから、 4の工期でございますが、契約日の翌日から昭和59年 3月31日まででございま
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す。

5の契約の相手方、東京都日野市日野本町四丁目 11番地の 3、株式会社日野大野、代表取締

役大野和久、以上をもちまして内容の御説明を終わらせていただきます。よろしく御審議賜りま

すようにお願い申し上げます。

0議長(石坂勝雄君) これより質疑に入ります。古谷太郎君。

大丈夫という説明でありますロはっきり言えば毎時間 40ミリの 2.5倍であります。この間の台

風でも最大降雨量は 1時間 33.5ミリと書いてあります。この 3倍の雨が降っても水はあふれな

い設計になっているという日本住宅公団及び建設省の説明で、 6 0センチの管が入っておるわけ

です。

その後しばらくの聞はこういう必要はなかったu ところが昭和四十七、八年ごろから水が溢水

を若干始めた。 49年、 50年非常にふえてきた。 これは非常に不，思議に，思ったわけで、すo そ

れは不思議に思うのは当然であって 10 0ミリの雨なんか降ったことがない、日野では。そこで、

しかし設計の過ちではなかろうかということで都市計画課長に聞いてみた。そうしましたらば、

多摩平六丁目からす.っと日野の下水処理場の上のところまでの管には傾斜がないんだ。ところが

一丁目、二丁目、三丁目の方から下水処理場のところへおりてきている雨水管は非常に傾斜がは

っきりしている。だから一丁目から三丁目の水が四丁目、五丁目に水を押し上げてしまうんだ、

逆流するんだ。それから、もう 1点は浅川の水位が上がることによって逆流する面も出ている、

これはどうでもいいんですが、そこで、少なくともこうし、う昭和 50年前後の報告であるならば、

多摩平五丁目、六丁目の管を傾斜をするように入れかえればし市、わけです。また 60センチとい

う小さい管のために全部排水で、きなければ、ここにあるように 60センチを 80センチにしても

し叫、し、 9 0センチにしてもし巾、わけです。傾斜がないということだけじゃなくて、一丁目から

三丁目の雨水が逆流してきているo これがあふれる原因である。これはそ うでしょ う。建設省や

日本住宅公団の専門家の方々が毎時間 10 0ミリもの雨が降っても大丈夫だ、しかもその水の う

ち 40%、 40ミリ以上がこの管に入っても悠々流れるんだ、とし、う説明であります。現在50%

であります。いわゆる降った雨のうちこの雨水管に入る水は 50%とし、う計算が建設省の基準で

t ・

あります口この当時は 40%でありました。あと 60%は土の中にしみ込む、その他で雨水管に

は入らないとし、う計算であります。どう計算しでもこれは建設省と 日本住宅公団のよ うな専門家

が計算した数字に合わない。ですから、われわれは考えられることは逆流ということが 1点、も

う1点は多摩平以外の地域の雨水まで、入ってきている、ということを考えざるを得ないわけであ

ります。これは行政の責任であります。これを入れかえればよろしいのであります。 はっき り言

えばここにあるように 165センチ、ずいぶん大きい管です、いまの管は 60センチですから 3

倍、流れる水の量は 9倍にもなるわけですD こんな大きい管を入れな くてもし、し、と思いますけれ

ども、いいです、この管でもし、し、です。これをずっと下へ持っていって下水処理場のわきのいわ

ゆる雨水管が埋設してある管を通して第二小学校のところまで、持っていけば、これが正当なる雨

水の処理方法であります。

そこで、第 1点の質問としては、なぜ正当なる方法をとらなかったか。多摩平の雨水管は仁和

会のわきのいわゆる警察寮のわきの、あれは道路じゃないんですよ。あれは下水管、雨水管を入

れるために買収した用地なんで、す。道路は暫定的に使っているにすぎない、道路としては。道路

なんて勘違いされては因る。そこで、第二小学校のとこ ろへ持っていって浅川へ落とすのがこの

雨水管の当然の正しい処理方法であります。何がゆえにこねこねこねこねと黒川下水路と称して

堀之内の先の方まで、持っていったのか。なぜ正しい処理方法をとらなかったのか。とれば何の交

渉もないんです。どこも交渉しなくて浅川にこの雨水は流すことができる し、恐らく昭和 51年

には完成していたで、しょ う。なぜ正しい方法をとらなかったか。この点を説明しても らいたい、

第 1点質問の。

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申 し上げます。

黒川都市下水路を施工するに当たってなぜ正当な方法をとらなかったか、といった御質問で、ご

ざいますが、私ども現在都市下水路といたしまして、事業の認可を取りながら事業を実施してお

る段階でございますけれども、この事業の認可を取る以前におきま しても、このルー ト、系統に

つきましては、どのような手法を用いて実施したらし、し、か、ということにつきましては、内部あ

るいは専門家等の知識も導入しながら検討していったわけで、ございます。ここで一番大きな問題

としては、多摩平の団地内の排水系統がどうなっているか、といった点につきましでも具体的な

調査も検討も行ったわけで、ごさ'います。現在の多摩平の管では、最終的には飲み切れないんでは

06番(古谷太郎君)

聞きしたい。

これは私が町長のときに設計をしたものであります。当時毎時間 100ミリ程度の雨量ならば

大変たくさんの質疑があるんですが、まず 59号議案についてお
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なかろうか、といった結論も出たわけで、ございます。そうし、う審議も行ってまいったわけで、ござ

いまして、最終的には現在の管そのままではこれは当然飲み切れなし、。あるし、はこれを改造する

としても、やはり下流部分の管の敷設がえといった問題も当然出てくるというようなこともあっ

たわけで、ございます。ルートとして問題があろうかと思いますけれども、現在最短の距離として

持っていけるルートとしては、黒川の吹上団地の中でつくりました用水、これを排水路を改修あ

るいは改造することによって、そのルートに持っていくことが最大の効果のある施工方法ではな

かろうか、といった結論を引き出しまして、事業の認可と実施に入っていったわけで、ご、さずいます。

そのよ うな状況の中で、いろいろと問題点が出てきておるわけでございますけれども、検討とい

たしましては、そういう点につきましては、私どもあるいは都の技術員とも十分協議をした上で、

決定をしていったということでございます。以上でございます。

0議 長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) いいですか。多摩平全体の雨水管は、下水道処理場のところへお

りてきているんですよ、知ってますね。日野の下水道処理場のところへおりてきている。あれは

何ミリですか、 1，30 0ミリではありませんか。そうでしょう。今度入れる管の一番細いのが

1，65 0ミリ、こんなばかでかいのを入れる。何のためだか知らないけれど、幽霊におびえた工

事のようですが、これはさておいて 1，30 0ミリの管で十分多摩平の水は飲み切れて浅川へ出て

いるんです。いま、そ うでしょ う。 ですから 1，30 0ミリの管で飲み切れなければその管を太く

するか、あるいはもう一つ小さい 500ミリか 60 0ミリの管を並行 して入れていけばし、し、わけ

です。そうす りや工費もかからないし、用地買収もしないで済むし、 5 0 0ミリの管をもう 1本、

いま 600ミリの管が入っている、多摩平六丁目には。 600ミリの管をも う1本入れたらし、し、

じゃない。それでそれに傾斜をつけて、そして下水道の処理場からずっと第二小学校の前、ある

いは第二小学校の前からさらに下の豊田用水へ真っすぐ落としてしる。豊田小学校の前へ落とし

ている管は三つに分かれている。だから十分処理ができるんです。 600ミリの管を 1本入れた

だけでも。 600ミリ、 6 0センチの管、いま入っている管と同じ管なんですD 同じ管を入れれ

ば 2倍雨水が流すことができるわけです、多摩平五丁目六丁目。そうすれば総工事費なんて

3， 0 0 0万か 4，0 0 0万でできちゃれそれでだれも反対もない、みんな喜ぶ、それがまた正論

でもある。多摩平の雨水というのは第二小学校の前へ出すようにわざわざ工事をしたわけで、すか

ら、しかも建設省や地元の許可もいただいたんで、すから、それをわざわざ黒川に沿ってずっと下
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へ持ってくる。しかもこんな太い管を入れる。こんなむだな工事をなぜやる、この工事費の三分

のーもあればたくさんだ。しかも質問したいのは 1，65 0ミリ、どう してこんな数字の大きな管

を入れなきゃならない計算が成り立っている、日野台まで、全部入れたってこんなに太くなくても

いいはずだ。この 165センチとし、う多摩平の雨水を全部入れても 130センチですよ、 1，300

ミリですよ、いま入っているのは。何がゆえにこの局部的な五丁目、六丁目の一部だけに 165

センチも大きい管を入れなき ゃならないんだ。 180センチ、もちろん大きければ大きいほどよ

ろしいんだ、とし、うお考えでしょう。金が余りすぎている、 税金を取りすぎている、それなら。

何んでこんな太い管を入れるんだし、。しかも、多摩平一丁目、二丁目、三丁目、四丁目 の管で

1，3 0 0ミリで小西六の水まで十分入っている 1，30 0ミリで口どれだけの雨水がここへ入る計

算でこんな大きな管を入れるよ うになったのか説明してもらいたし、。

0議長 (石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。

1，6 0 0ミリの管を多摩平六丁目のところに入れて くる・わけでございますが、これにつきまし

ては、なぜ、このよ うな大きな管を入れなきゃならないのかといった御質問についてお答えをする

わけでございますけれども、ここのいわゆる大久保と申しておりますが、低地部分に現在雨水が

周辺の地域からここに集中して流れてきております。これは都市化が進むにつれてその傾向がだ

んだんひどくなって現在の状況に至っているわけでございますD ここに入ってまいり ます降雨量、

これを地域的に検討し、たしまして、そこの地域からこの地点、に到達する雨水の量とい うものを最

大限の降雨量 50ミリの降雨量に相当する管を計算的に出てくるわけでございますが、 そう いっ

た計算を行いますと 1，65 0ミリの管が必要になるとし、 う調査の結果そういったものが出てきた

わけでございます。それに基づきま してこの 1，65 0ミリを埋設すると いうこと にな ったわけで、

ござし、ます。以上でござし、ます。

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) 計算根拠を示してもらいたし、。毎秒何 トンの水が流れるんだD 集

まってくる、 50ミリのとき。何トン集まるんだ、それ。それを示してもらいたい。し、かにも計

算したかのごとくあなたは説明した、いま。

O議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) その根拠を示せ、とい う点でございますけれども、当
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然私どもとしては、そうしろ計算に基づいて調査、計算等に基づいて管の口径等を決定するわけ

でございまして、現在その資料は手元に持っておりませんけれども、当然そうし、う資料は担当課

の方にあるわけでござし、ますD それがないことには、この管の大きさが決定されませんし、また

認可も取れないわけでございます。そういうものに基づきまして決定されたものの認可を取って

いった、とし、うわけでございます。以上です。

0議長(石坂勝雄君)

06番(古谷太郎君)

古谷太郎君。

それでは、とにかくこの計算は何トン毎秒流れる計算でやってあ

ったかこいつはまあとにかくとして、多摩平全体の雨の水の雨水管は 1，3 0 0ミリです、一番太

い管が、そうでしょう。毎秒何トン流れるか計算が出ているわけだ。それで下水処理場のところ

で下水処理をした水を黒川の水、下水処理をした水が合、流されている、 あそこで、下水処理場で。

だからそれから下は 1，60 0ミリになっているんだ。ちょっと太くなっている。こ の工事は全く

むだな工事だと私は思うし、思うじゃなくて計算根拠を示してもらいたし、んだけれど、正しい工

事でやるべきだ、めちゃくちゃにごまかしちゃし、かん。ごまかすことによって政治はよくならな

い。いまだって都立高校を誘致するかのごとく言ってあそこへ土地を買った。大あわてにあわて

てし、る。何で、あわてたかよくわからない。なんです一体、都立高校のあそこの場所を何とかする

のが最優先事業だ、冗談言っちゃいけないですよ。中学をつくる方が優先ですょっそ うし、う見当

違いなことばっかりやっている。これだってそうです。す*っと何も被害をよそにやる必要はなし、口

前からちゃんと第二小学校のところへおろしてあるo あれが昭和 48年ごろですか、だんだんこ

うつまったんで、しょう、下が。管がつまったんで、すよ、傾斜がなし、から。管の中あけてみたこと

ないでしょう、建設部長。この雨水管の中を見たことがないでしょう。泉塚六丁目からこの管は

1，300ミリになっているんです。これは私が町長の時代にやったので、よく覚えてし、る。ただ傾

斜がなかったということは後でわかった。非常に残念だ。だから逆流するということですが、こ

の管の敷設については、いずれにしても、私は根拠がわからない。多摩平全体で 1，30 0ミリで

十分なのに何でまたここだけ 1，600とか 1，80 0とか入れなきゃならないのか。こういう点で、

しかも正しくあるべき多摩平の雨水は全部第二小学校のところへ出て、汚水は平山橋の一番橋の

ところへ出る、というふうにわさ'わざつくってある。そういう正しい処理方法をとらないで、大

回りをして 5億円もの大きなお金を使って、そうでしょう 口その 8まであるんだ。そういう 5億

も6億もの大きなお金を使って、国庫補助金なんて幾らでもないんです。こういうし、し、かげんな

- 20-

工事をやるから国庫補助金がつかない。本来は 3分の 2つく。今度だって 4，0 0 0万円しかっし、

てないじゃない、この 2億もの工事に。 2億 1千何百万、本来なら 1億 8，00 0万ぐらい、 3分

の 2だから、 1億 4，000万っしそういうよ うなことですよD 努力 しなし、からつかないし、何

やっているんだか、日野のやっていることはわからないと言うんです、 東京都の都市計画課の諸

君は。ちっともわからない、こんなぐっと回してみたり、 高等学校の誘致の方を夢中でやるなら、

あれだけの同じ熱意を多摩川の日野の新井につくるべき将来の下水道処理場にも注がなき ゃいけ

ないんです。下水道の処理場の方はそっぽ向いている。 そういうふうなことがすべての日野の行

政の過ちがこういうところへ出てきているJこのど うして正論でやらなかったかということ、こ

の管の太さがおかしいじゃなし、かということ。これはよく検討してもらいたい。

次にその 8について聞きたい。

今度またへんなことをやっている。この都市下水路、その前に日野で都市下水路があるのは旭

が丘だけです。旭が丘都市下水路です。あれは本来私が町長のときに工業団地と してつくろうと

考えた。 20万坪の工業団地、 8万坪の住宅用地、 1 0万坪の公共用地これが旭が丘の行政計画

であります。昭和 42年この計画が大きく変わっちゃった。これに反対された諸君がし、たわけで

す。居住者同盟というこれの反対のためにあの計画は非常にめちゃくちゃになっちゃった。ただ

途中で工事がもう終わる間際で住宅区域と今度逆にな った。工業地域が 10万坪、 住宅地域が20

万坪、公共用地が 8万坪ですか、道路ゃなんか、これからいく となった。その結果、平山区画整

理の中へ敷設されている都市下水路、あれには住宅用雑排水が入るようになっちゃったD そこで

聞きたL、。あそこはだから出口において、定期的に検査をするように東京都から命令を受けてい

る。日野市は平山橋の下流のところで旭が丘から出てきている都市下水路の検査をしております。

7月の検査の BOD数値と、 BOD及びss、はっき り言えばBODは汚れたぐあいssはごみ

のぐあいだ、どうであったかをます説明しても らいたい。このことは都市下水路、黒川都市下水

路の出口と全く同じ例であるからであります。説明してもらいたい。

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。平山台都市下水路の排水口、平

山橋の下流のところで排水しているわけでございますけれども、ここの水質測定につきましては、

御指摘のとおり毎年、あるいはこれを隔月行うとい うことになっております。私どもの方で実施

しているわけでございます。その中で、 7月における BODとssの測定結果についてその数値
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をとし、う御質問でございますが、 7月の調査を実施いたしましたBOD値は 39.2 P PMでござ

います。それと ssにつきましては、 39.これリ ッター中のミリ グラムでございますが、 3 9で

ございます。以上でございます。

0議長(石坂勝雄君)

06番(古谷太郎君)

古谷太郎君。

いま 7月の調査が出された。去年の年間平均は幾 らでした。 57 

年度の年間平均はBOD、ssは。 57年度隔月 とってますから6回と ってます。

O議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) 5 7年度の BODの平均値でございますけれども、ち

ょっと計算したものを持ってお りませんが、資料と して申し上げますと、最低が 31.7PPM、

最高が 62.5でございます。これを平均大体してまいりますと、四十二、三になろ うかと思いま

す。 ssにつき ましては、最高が 15 6でございます。最低が 17でございます。平均大体概算

で五十四、五というと ころでござし、ます。

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番 (古谷太郎君) 市長よく わかったで、しょう。 都市下水路とい うのはこんなに汚れ

ているもんですよ。いまお話があ りましたよ うに生物的酸素要求量いわゆる BOD、浅川へ流し

ていい許容量は現在幾らですか、 BODは。ssは幾ら。日野の多摩川でもし、し、ですよ。

。議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) 一応公共用水路につきましてのいわゆる排水基準とい

うものが定められているわけでございますが、その中で、下水排除基準というものがございます。

これは公共用水域に対するものでございます。したがし、まして、浅川、 多摩川すべて同 じかと思

いますが、その中で水質汚濁防止法にかかります排出基準、これは BODとして 160、これち

ょっと PPMではござし、ませんけれども、 リッター当た りのミリグラムで 160になっておりま

す。ちなみに下水道の施設から排除されるものといたしましては 60 0が限度になってお ります。

したがし、まして、……(r全然違うよ」と呼ぶ者あり)

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) 私が下水道課長からもらっているから申 し上げます。 あなたはそ

ういうことすら知らない。ここに書いてある、多摩川、浅川の場合には一番きれいなのはAA、

上流ですこれ、次はAです、次はCで、一番下流がDになっている。この 4段階に分かれてます。
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そうでしょう知ってますね、それは。浅川はCになる。しりから上だ、非常に寛大になる、これ

によればBODは5以下になっている。 5PPM以下。 ssいわゆる水洗便所の紙だ、これは50

以下になっている。ところがし、まのあなたの方の説明によれば旭が丘都市下水路は浅川に最高

1 6 2.5 P PM、 5PPM以上で流してはいけない基準の河川に対して 62.5 P PM、昨年の最

高だ。 58年 7月にBODは 39.2 P PMとあなたの説明があった。 5PPM以上は流してはい

けないとし、う基準になっている。しかも一番下の方だ。これは環境基準値表、これ建設省、東京

都が決めたものです。これが基準になっている。ssは 50以下になっている、いわゆるごみや

にご りは 50以下にしろと書いてある。 ところが、いまあなたの説明だと15 6、 50PPM以

下にしろと、ごみの分は、最高 156だとこ うし、う御説明であります。 平均は 54から 55だろ

う、はっき り言えば BODでは 5以下にすべき ところを昨年の平均はね、私の方で調べておいた

んです。あなたいま知らなし、から言いませんでしたが、 やっぱり平均 43PPM、 57年度の6

口lの調査の平均。 ssー ごみです。 52PPM、 57年度の平均が。両方ともはるかに国及び

東京都の基準を上回って浅川を汚染しているのであります。これがし、ま旭が丘の都市下水路の現

干である。 しかも旭が丘都市下水路には工場がございます。この工場は非常に神経を使っている。

なぜならば、工場は工場ごとに東京都が検査しております。立ち入り検査を。 ですから非常によ

く出てる、工場から出ている水は 5PPM以下であります。この基準に合ってし、る。 一般家庭か

ら出るのがわからなL、。これはどこの うちから出しているのか調査も していなし、。前に市川議

がだれが水洗便所を使っているか調べてみろと言った。いままで 1回もどこもやっていない、そ

うでしょう。清流フィルタ ーというのを日野市 3万5，0 0 0戸の中で、何車刊吏っているんです。

駅の向こう の調査をこの間ゃった、 2 0軒に 1軒使っているところがほとんどない。 そう でしょ

う、 3万5，00 0軒もある うちで半年も使えば壊れてしま う清流フィルターが、昨年は 46個し

か出てない、 1年間に。 本来なら 7万個ぐらい出なきゃいけなし、。これ、いいですか、旭が丘都

市下水路は、このよ うにして膨大な汚水を浅川に流している。同じようなことを今度黒川都市下

水路がやろ うとしているわけだ。中央線の吹上団地、 中央線の西側、中央線の東側、 豊田駅から

黒川、 谷戸へおりるあの地域一体の家庭雑排水はこの管に入ってくる。 旭が丘都市下水路はまだ

いい。工場があるから薄ま っている。黒川都市下水路は、薄希釈用の水がほとんどない、こうい

うふうなこ とをやっているのが日野の市政なんです。清流と緑なんでいって浅川をきれいにする。

浅川に渡しつくったのは子供が入るとね、きたなくて病気になるからつく ったんで、すよo 渡しが
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なければ子供が病気になっちゃうんです、余りきたないからD だから渡しつくっているo よくわ

かるんです、それ。そうでしょう。さらに汚そうとしている、これでいいのかというんだ。現実

に数字に出ているんじゃありませんか、こういうふうに、旭が丘都市下水路。このよ うな問題の

中で、私は指摘しておきたいのは、私のところへも手紙が来た。この都市下水路の建設について

この放水先であるは堀之内の地域、自治会長、用水組合長それからこの先にあるお寺、神社の総

代、昭和 56年 9月 1日に汚い水を部落に流さないでください。いままでわれわれの部落に流れ

ていた黒川は、もうあんなに汚れちゃった。 トンボ 1匹いなし、。 はもちろんいない、飲んでい

たんで、す、あの黒川の水は。そこでまず聞きたい、都市整備部長は、 黒川はどこから始ま ってど

う流れて、どこで終わっているか教えてもらいたい。わかるかね。清水谷公園から出る、わかる

ね、どう流れて、どの部分はどうなってて、どこまで行っているとち ょっと説明してくれ。

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) 黒川の地域に流れる経路についての御説明でございま

すが、黒川はただいま御指摘のありました清水谷の湧水その付近の湧水を受けまして段丘地に沿

って下流に向かつてし、くわけでございます。この黒川は、中央線を横断いたしまして、この横断

部分から下流これは吹上の区画整理の中で実施して現在では暗渠になっておりますが、この暗渠

部分はこの市役所から下の吹上の方におりてまいります道路がございますが、そこのところで一

部分岐をする形をとっております。本流の方は開渠とな っておる従来の黒川改修してございます

けれども、そちらの方に落ちますが、このところで一応せきを設けてございまして、約 20セン

チのせきがございます。この黒JIIの水量がふえた場合には 20センチのさくを越えてバイパスに

一応入るよ うになっております。したがし、まして、分かれる前の黒川はそのまま流下してまいり

まして堀之内用水に入る形となっております。分かれました管は現在工事を行っている水路そこ

の前提といたしまして、吹上団地でもってつくった排水路があるわけでございます。そちらに落

ちまして、日枝神社のところで浅川に入るこの二つの経路があろうかと思います。以上です。

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君)

っているんだ。

いまの本流は末路はどこまで行っている。黒川の本流はどこへ行

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。堀之内用水に入っております。
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0議長(石坂勝雄君)

06番(古谷太郎君)

古谷太郎君。

堀之内用水からどこへ行っている。じゃ、質問します。

この間の雨の中で、あなたは知っていると思うし、建設部長はもちろん知っているD あの水は

ずっと行って、自動車教習所のところへ行っているんだ、上田用水に入るD わかるかい、堀之内

用水とはちょっと違うんだ。一部堀之内用水にはもちろん入る。歩いたことがないからそんなこ

とを言っているんだ。それで黒川は自動車教習所のところへ入る、そうですね。ですから、 あそ

このところから上田用水はふえて、それで上田用水のあそこのと ころが水がいっぱいになっちゃ

ったわけだ。私は写真を撮って差し上げたはずだ。建設部長に上げた。 わかり ますね。 しかも黒

川の水を吹上の、中央線からいまの市役所からおりた地点のところまでは 160ミリの暗渠にし

ちゃっている。管に入れている、そうですね、いいですか、 黒川の水を。だから汚ないのがわか

らない、管の中へ入れちゃえば日光殺菌ができないんです。川というのは太陽の光線を受け るか

ら殺菌されてきれいになる。酸素を受けるから酸化されてきれいになるんだ。 微生物が繁殖する

んだ。ところが今度は親水公園をつくると称してあのきたない日野の中央線の豊田の西側、多摩

平と中央線との聞の汚水を全部ヒューム管に入れて埋設しちゃって黒川に持って くるよ うに建設

課では計画しているD そうでしょう。中村君違いますか。 親水公園をつくるために、 黒川の水と

あそこにあるマンションや住宅や庖舗の汚水と分けるとし、 う計画で、約7，00 0万円の金で建設

課でやっているんじゃありませんか。要するにあの汚い水をいまはオープンになってます。 この

計画間違いありませんね。建設部長D ちょっと質問します。

0議長(石坂勝雄君) 建設部長。

0建設部長(中村亮助君) 本年度の予算でお願いをいたしましたよ うに黒川水路のや

はり源の水ですね、きれいな水はそのままできるだけ 30 0メー ターぐらい流そう というこ とで、

本年度は計画しております。それから排水につきましては、 あそこにコーポ等も ございますけれ

ども、その排水そのものにつきましては、現在御指摘のよ うに開渠になっております。これを暗

渠にしまして、排水は暗渠に改修していこ うとこ うしみ 計画でございます。

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) いまの計画によれば、こ の黒川都市下水路に、 この暗渠にした、

いま聞いている、開渠になっている、山際へ開渠で流れて中央線のと ころまでは開いてお ります。

それをヒューム管へ入れて中へ埋めちゃおうと、汚水を埋めれば発酵するんです。腐るんです。
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空気がなし、から、太陽の光線がない。腐らせた水をさらに堀之内へ流すとしみ黒川親水計画とい

うのがある。私は市長に聞きたい。なせ先住民がそれほどいじめられなきゃならないのか。なぜ

あなたはそのようなことをしたいのか。新しく住んだ方々の汚水をわざわざ土の中に埋めて堀之

内へ放流する、都市下水路へ。

そこで、私は次に市長に言ったって馬の耳に念仏だからしょうがない。だけどもここに広報が

ある。これは昭和 56年 9月 15日の広報です。この広報は 9月1日にここにある陳情だ、堀之

内の自治会長、氏子総代、檀家総代等、用水組合長等が出した、これは 9月 1日、これに対応し

て出されたものと考えられる、 1 5日号、これによれば黒川都市下水路は多摩平五丁目、六丁目、

神明上の一部、東豊田一丁目、三丁目、四丁目の各地域の雨水のみを浅川へ流すんだと書いてあ

る。，，'"!都市整備部長の説明によれば、吹上の地域、東豊田一丁目、 三丁目、四丁目の家庭の雑

排水、簡易水洗便所のあの汚染された水、これらはすべて黒川都市下水路に入るんじゃありませ

んか。この広報はうそだということになる。なぜ、雨水だけにしないんだD わざわざ汚した水をい

ままで中央線から下流はヒューム管になって地下に埋めちゃった。堀之内へ出している。だから

黒川が死んじゃったと言ったんで、す、ぼくが。その管に今度はその上流部分の汚水までも管にし

てつなごうとしているわけだ。いまそれは建設部長が説明した。そ うでしょう。清水と家庭雑排

水を分けるんだ、きれいな水は、分けるんだというからいま一緒になっているんですよ。清水で、

薄まっているからある程度は薄まっていることが一つ。も う一つは開渠だから太陽光線で殺菌さ

れるD もう一つは空気中の酸素によって微生物の繁殖がする、この三つによ って汚れが幾らか緩

和されているんです。この三つを排除して汚水だけの腐った水を堀之内へ流すo しかもこの水は

上回用水へ入る。浅川に入る。先ほど言ったように旭が丘の都市下水路は浅川を極度に汚染して

いる。それで、さらにまたこの都市下水路が汚染しようとしている。そうすると、この広報は う

そということになるが、一体これは市長、だれがもちろん市長の責任ですが、雨水以外のものが

入っているじゃないですか。どういうことなんです。さっきの工事にしたって全くめちゃくちゃ

な工事だ。しかも、まずその点だけ聞きましょ う。これが間違っている、広報が。雨水のみと書

いてある。雨水だけならまあがまんするという点もあるでしょう。汚水が入って汚されているか

らこそ地域住民が困るんですD 本当はどうなんですか。

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。
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ただいま黒川の親水公園というような形で将来計画があるということで言ったわけで、ございま

すけれども、この黒川の御指摘の開渠につきましては、本計画では、これはこの都市下水路、い

わゆる黒川都市下水路にはつながない、そういうことで計画を立てております。 御指摘のよ うに

この都市下水路は、主として雨水を放流するために都市下村各として、当面施工をしてし、くわけ

でございます。将来公共下水道が完備する時点では、雨水管としての性格を持つよ うな形での設

計施工が行われているわけでございます。黒川につきま しては、ただし、ま申し上げましたよ うに、

吹上区画整理区域内の中央線から多摩平の日野緑地寄りにつきましては、 一切この都市下水路に

は汚水を流入させないということになっております。ただ、中央線の南側の吹上区画整理区域内

につきましては、従来あった管がこの辺の汚水を取り入れて浅川まで放流しておる、これは従来

の水路でございます。それと同じよ うにここを改修してまいりますので、 この部分だけは汚水を

従前と同じよ うに黒川都市下水路に受け入れて流すとし、 う計画でございます。

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) あなたはね、水が低し、方へ流れるということを知らないのかね。

上流に管をこれから敷設して汚水を入れて中央線から西だ、多摩平との間だ、中央線と多摩平団

地との聞の汚水は、いまは黒川に入ってオープンで開渠のま ま流れていって中央線のところで入

ってし、くわけ、暗渠に入る。それで、黒川のところへ出てし、く わけだ、堀之内の黒川へ。ところ

が、水がふえた場合には、し、し、かい、その汚水は水とと もに黒川都市下水路へ入っていくでしょ

う。 そうでし ょう。 深さが 20センチを超えると汚水は黒川下水路の方に行くようになっている。

そうでし ょう。そして、その上流の清水谷からす.っ と親水公園、 いわゆるはっき り言えば中央線

の西側の暗渠まで持ってきている管は、 今度つく るんだ、建設部で、 管は汚水を入れている管な

んだよ。汚水を入れるためにつくるんだ今度管を、その管は中央線のところで黒)11の暗渠に入る

わけだよ。そうでしょ う。 入るわけでし ょう。 入るさ、入らなきゃどこへ持ってし、くんだそれを。

水は下に流れちゃうんだよ、下流に、低い方へ。あそこをとめておいたら親水公園はどぶになり

ますよD じゃ、とめておいてくれればありがたい、入れて くれなきゃD しかし、建設部の土木課

の説明によれば、黒川へ流すんだそ うだ、暗渠に して。わざわざ汚 くして開渠をつぶして暗渠に

してヒューム管を入れてそれに汚い水を中央線の西側の水をみんな入れて持ってく る。 それで州、

)11へ流して堀之内へ出す。雨が降れば延命寺の方へ黒川都市下水路に入れる。堀之内は臭くてし

ょうがないでしょう。いまでもくさくてしょうがないのに。その水がす.っ と自動車教習所のとこ
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ろへ行く、平さんの上回の、ますます臭くなったやつが、そうでしょう。防げないこれは。そう

いうふうなめちゃくちゃな計画だ、上流のごく一部だけがよくなれば下流はどのように悪くなっ

てもかまわん、これがし、まの市政なんです。市の姿なんです。話にならんでしょ う。旭が丘の住

宅地をふやしたために、旭が丘都市下水路のあの悪臭ある水は浅)11へ流れている、この数字のと

おりだ。だから渡しをつくっている。渡しに乗せなければ渡れない、汚くてo 同じことを今度は

上田の部落内、下回、新井、石田、先ほど滝瀬議員が質問した万願寺の東京建設の資材置き場の

あの辺がよく浸水する。あれは何でだ。あれは上田用水へこの吹上等の汚水が雨と一緒に流れて

それで第 1回のあふれは自動車教習所だ、あそこでかなり池になってくれる。遊水池になる、あ

る程度。しかしさらにいっぱいになれば、下へ行かさ守るを得ない。下に行けば当然、万願寺、下回

地域のところは水があふれる。その上にもう一つ、これは神明上のここだ、この汚水がずっと下

へ行って別府神社のところで、し、し、ですか、上田用水にぶつつかっている、だから日野じゅ うで

一番汚いところは別府神社の前じゃありませんか。そのところへ行く雨水と合流するからなお水

があふれちゃう。気の毒なんですよね、下回、万願寺、かわいそうなもんです、低いところの人

は。水が低い方に行っちゃうから。何のために、ごくわずかの人を喜ばせるためにしかもわざわ

ざと正しい方法で工事をやらないで、曲がり曲がりくねってわさ守わざ日野の旧桑田村・、堀之内、

上回、新井、石田、万願寺、下回、ここを汚そうとするのか。そういうふうな計画をわざわざな

ぜつくっているのか私には理解に苦しむ。この点はあなた方が口でごまかそうとしてもわれわれ

はこの目で見、この体で感じ、毎日私は自分のうちの田んぼへ水を入れるのに朝 4時に起きてい

るんだ。いつも言うけど、なぜ 4時に起きるか、一般の御家庭で家庭用の水が始まらないとき、

水洗便所を使わないとき、その聞の流れている水、秋111から入ってくる日野上堰用水が私のとこ

ろまで来るのに 3時間かかる。午前 3時に入れれば午前 12時に入った水だ、まだ人が起きてい

る、午前 1時に入った水が私のうちの田んぼへ午前4時なら入る。これは家庭雑排水がほとんど

入ってなし、。だから 4時に田んぼへ水入れているんだ。これほど苦労している。そ うし、う苦労し

ている農民やわれわれの姿も見たこともなし、くせに、市長の周りだけは、あなた方の水洗便所は

どこへ流れてし、る。あそこには汚水管がない、旭が丘の都市下水路に入って浅川に入る、同じよ

うなことが今度のこの都市下水路だ、黒川都市下水路だD 多摩平五丁目、六丁目の雨水を救う な

ら、もっと安くて、もっと早L、方樹、幾らでもある。このことをまず言っておく。

次に、同じことですが、これは質問します、その 8だ、今度の工事の個所は、前回、昭和 56 
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年に日野市が発注した個所がほとんどであります。地元の反対を受けてこの工事はすることがで

きなかった。 今度は若干の地主の了解を得たよ うだ口 増田義勝君、阿川 一君のごく一部ですが

得てあり ますけれども、あとほとんどの地主の了解を得てない。地主の了解を得ない、しかも、

われわれの知っている範囲によれば、境界査定を地主側は要求している口今度ははっきりしろ、

なぜ、ならば浅川の樋門だ、浅川へ出ている樋門は公図によれば民有地につくられているからであ

ります。勝手につくっちゃったわけだ。堀之内の人は人がし、し、ですから、だまってたんで、す。し

かし、今度は許さんというのが地主の方々の御意見です。境界をはっき りさせる。この工事は民

有地をたく さん通る、 境界と いう のは、 所有者と東京都と少なく とも市とが三者が一致しなけれ

ば境界じゃないんです。しかもこの工事は人様の土地の中をどん どん工事をするよ うに設計され

ている。ですから、土地所有者は怒った、 いま までだま っていたけれど、 ばかにするにもほどが

ある。なぜならば、昭和 56年に、も う2年前に、まるまる 2年前にこうし、う陳情をちゃんと出

している、 市長あてに。 2年間全く何らの誠意ある回答も見せなし、。 これを無視して地域住民の

要望を全く無視してこの工事を始めさせたD 非良心的なやり方である、非人間的だ、少なく とも

少しぐらい思いやりがなければいけなし、。しかも臭い水を出すところであり ます。汚水を出す先

であ ります。身勝手すぎるD 一体この境界査定をいま盛んに、どこの建設会社ヘ請け負わせたか、

まずそれを質問しよう。測量屋が来て査定に立ち会ってく れと来ているんだ、測量会社が。だれ

も立ち会わん、ふざけるなとい うことになる。境界査定が終わらないと工事ができなし、。一体発

注してこの前ここのところは境界がはっき りしないために建設をあき らめ、請け負った業者は大

変な損害をし、日野市も信用をがたんと落としたところなんです。そ うでしょ う、建設部長、違

いますか口これをまず答えてもらいたい。私の言っているこ とは違っているのか口この前工事が

できなカミったところでしょ う。

。議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。ただいま御指摘のありま した境

界査定でございますけれども、 樋門の位置につき ましては、ここはこれをつくる前には建設省の

方に委託をし、設計をさせてそれで着工したわけで、ごさ場いますが、この間では当然境界査定とい

うものが実施されなければそういった工事は施工されないわけでございます。堤防内におきます

樋門、 あるいはその堤防内、陸地の部分でございます。 けれども、そちらの方に建設省の方の用

地としてすでに河川敷としてくいが打ってございます。そこにつき ましては、境界査定で立ち会
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いのもとに実施をした経過もございます。それから、ここで、(その 8)工事として御提案申し

上げております今回の工事につきましては、境界査定というのは事前に行っておりましたa いま

それに基づきまして、一部の地主さんから用地買収を行ったわけで、ごさ、、ます。そのように境界

査定につきましては、御指摘のように地主さん、それから東京都、市立ち会いのもとで確定をし

ていくものでございます。そのように境界査定は事前に行わなければならないわけでございます

ので、そのように実施しているわけでございます。以上です。( i答えてない、この前中止され

た個所で、しょと聞いているんだよ、この前清水建設が請け負った場所だこれ、違うのか」と呼ぶ

者あり)

お答え申し上げます。

清水建設、それと飛島建設この 2業者が請け負った部分で、ございます。そこにつきましては、

当然工事発注してございましたが、その時点で境界査定という形でお願いしてございますし、ま

た、用地買収、一部民地がかかりますので、そこの部分について買収を地主さんにお願し、したわ

けでございますけれども、地主さんの買収についての御了解がとれなかったために工事施工がで

きなかったわけでごさ.います。以上です。

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) これはこの前ね、飛島と清水組が共同ジョイントを組んで請け負

ったところです。ゃれた場所は浅川のこの広く済んであるところだ、増田正作君の了解をと って

この樋門からガソリンスタンドの近くまでやった。あとはできなし、。あとはできなかった。なぜ

できなかったか、境界査定ができなかったから。市の主張と地主の主張が全く行き違った。増田

義勝君のはようやく解決ついたD 地主が 6人あるんだ、 1人だけ解決ついた、増田義勝君だけはD

あとはついてなし、。いま頼んでいるんだ、市では測量会社に。測量会社の人が地主さんところへ

来て立ち会ってくれませんかと来たそうだ。立ち会うなら立ち会いましょうと、市と測量屋さん

と東京都と地主と立ち会わなきゃならない。東京都も市もいない、立ち会いがないじゃないと言

ったら帰った。それから来てないそうです。一歩も前進しない、 2年問。これを契約して何の効

果があります。日野市の信用を失うだけだ。請け負った業者が損するだけだ。そうじゃありませ

んか。私は 5人の地主さんに開いてみた。 5人とも言いました。境界がはっきりしていない。一

方的に民有地を市は使おうとかかってきた、この前と同じだ。それで契約議案を出してきた、だ

から地主さんや一部の方々はここに私どもいただし、たんで、すが、この内容証明、気をつけてくれ
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と言ってきた。これ何を意味しているか、いいですか。市長が地域市民を無視して踏んだりけっ

たり 2年間やってきた結果、住民が怒った証拠なんで、す、これ。自分だけよければいい、いまの

風潮です。しかし、被害を受けている人々が多 くいることについての思いやりが全くないのが今

度のこの提案であります。私は地主さんから聞いている口間違いないんだ、だから。 部長は地主

の 5人の名言えますか、 'It'"!。黒川がどういうふうに流れているかも知らないで黒川都市下水路

をつくっている。怠J慢というんだ、そういうのを。物事とい うのは、やはり誠意を持ってやらな

きゃいかん、金もうけでやっているんじゃないだろう。あるいは会社が土地の造成でもやってい

るんなら、あるいはそういうふうな犠牲というか、金も うけのためにはしょう がない、というふ

うに考える社員もいるかもしれない、少なくとも。しかし、 都市整備部長は地方公務員だ、市民

の税金が支払われ、市民の公僕として働いてもらわなきゃ困る。多く の市民が被害を受けている、

受けているがゆえに工事ができなかった、 2年前に。全く同じ状態でまた出してきた。市民を愚

弄するにもほどがある。私はこのことについて、いろいろ質問をしたし、ですが、 12時になりま

すので、ここにさらに申し上げておきます。

ここに黒川都市下水路反対署名名簿があります。みんな判こを押しである、堀之内の部落の全

住民 26 9世帯、ここに押しである件数は 260世帯、これだけの署名があり判カ、押しである。

余 りにもやり方がし、し、かげんすぎる。あと委員会があって委員長の報告のと き御質問したし、と思

いますので、ここで一応やめておきます。以上で終わります。

0議長(石坂勝雄君) 滝瀬敏朗君。

029番(滝瀬敏朗君) いま古谷議員の質問の中で、大半がわかったわけで、ありますけれ

ども、 1点だけ質問させていただきたいと思います。

昭和 55年の 10月にいわゆる樋門を議会の議決を得て着手をしたわけであり ます。その際に

大変多くの議員の方からもいわゆる樋門の部分に当たる堀之内の住民の方々のコンセンサス、話

し合い、そういうものができているかど うか、こ うし、う質問がなされたわけで、あります。その際

に、市側といたしましては、十分に納得をした上で、やっているんだ、というふう な議会に対する

報告があったわけで、す。いま話を聞いてまいりますと、そ ういうことが全然なされていなかった、

こういうことが判明をされたわけで、あります。堀之内の延命寺のお寺さんから私のところに市に

出しました、いわゆる内容証明っきの回答書がコピーで送られてまいりました。これを見てまい

りますと、先ほどのお話のように全然お話し合いもしていない、強ヲli/;こ工事を進めた。ですから、
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実力をもってこの工事を差しとめをしたい、こういうふうな内容があるわけです。そう Lヴ中で、

昭和 55年の 10月 14日可決されました樋門のときに、そうし、う市側はそういううそを言って

いるわけですね、いま考えますと D あのときにあのような質問がなされ、多くの議員の方々から

も質問がなされたわけで、ありますけれども、そういう話し合いが先ほど申し上げましたようにで

きている、こうし、う中で可決をされたわけで、あります。その辺をはっきりさせておきたいと思う

んですけれども、御答弁をいただきたし、というふうに思います。

0議長 (石坂勝雄 君 ) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) ただいまの御質問についてお答え申し上げます。

5 5年 10月に議会の中で、まあそういった答えをしているわけでございますが、それ以前に

5 4年の 5月の 29日にこれはこの工事がまだ始まる前でございますが、関係地主さん方にお集

まりいただきまして御説明をした。それ以後、翌日の 5月 30日、これは多摩平地区.それから

6月の 11日、これは東豊田地区、あるいは堀之内地区の住民の方々に御説明をいたしたわけで、

ございます。それと同時に 54年 6月、 7月、 9月におきまして、この黒川都市下水路にかかわ

ります計画内容だとか、あるいは案の縦覧と決定等につきまして、広報登載を行って周知を努め

たわけで、ございます。その後御指摘の地元からの要望書が出てきたわけで、ございますが、この要

望書が出た邸皆、それ以後におきましては、この要望書の総代と申しますか、窓口とし、う方が 3

人決められております。そういう方々と 25回にわたりまして、当時いろいろお話し合いを重ね

てきたわけで、ございます。また現在で、も新しい課長になりましてからも 5回ほどお話し合いを持

っております。そのほかに 56年の 5月から 8月にかけましては、関係地主さんのところへ直接

お伺いして、工事の内容説明、あるいは用地の交渉につきましでもお話し合いを重ねてきたわけ

でございます。そうし、う中で、一部住民の方々の御理解を賜らなかった点はあろうかと思います

けれども、私どもとしてはできるだけ多くの方々に御説明をし、御理解を賜りながら進めてきた

つもりでござし、ます。以上でございます。

0議長 ( 石 坂 勝 雄 君) 滝瀬敏朗君。

029番( 滝 瀬 敏 朗君) かなりの話し合いは進めてきた、とこうし、 うふうな説明でありま

すけれども、地元の方々はそういう説明を受けていない、こういうふうな内容のものであります。

どうも話が食い違うわけでありますけれども、それでそれはおきまして、要求書の中で、いわゆ

る処理施設を公園の一部の中につくっていただきたい、こういうふうな要望があるわけでありま
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す。それと、いわゆる被害をこうむる住民の方々に対して十分な補償をしていただきたい、こう

いうふうな要望であります。こういうふうな問題について地元の方々とどのようなお話し合いを

進んでいるのか、こういうことはできないのかどうかということをお開きしたいと思います。

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。

要望の中にもございます処理施設の設置ということにつきましては、私どもいろいろ交渉対象

でございました窓口の方々と、いろいろお話し合いはしてきております。しかし、都市下水路と

しては、こういった処理施設というものは、通常は設けないということになっております。この

施設というものは、今後市としては設置する予定はないということで明確にしてございます。そ

れと補償の点につきましては、地域につきましていろんな形で、の整備が当然今後も必要になって

こょ うかと思いますが、そういったものにつきましては、この工事にかかりまして、直接関係す

るところは当然行ってし、くわけでございますが、地域全体として、いろいろ御要望があれば、そ

ういった点につきましても、私どもとしては、今後も努力しながら整備を図ってし、く、というこ

とでお話はしてございます。具体的な事項といたしましては、浅川沿いにくるみ団地がございま

すが、ここのくるみ団地のところには、道路があるわけでございます。それが従来の水路のとこ

ろでとまって横に曲がっているわけですが、都道の方に向かっているわけですが、ここを都市下

水路が完成いたしますと暗渠化される。そうしますと、この道路を真っすぐお宮の中を抜けてま

いりますと、駒形の公園、あるいはプールにつながるわけでございます。そこで、話し合いの過

程の中で、そういうことができないだろうか、ということであったわけで、ござし、ますが、私ども

いろいろ検討して、それではお宮の用地を一部買収して、それで道路をつくる。そのことによ っ

て夏期プールが開催されておる期間は、子供さんが都道を通ることなくこの新しい道路を通って

プール等に通うことができる。非常に安全面から見ても私どもとしては、ぜひやりたし、というこ

とでお話をしたわけで、ございますが、その点につきましでも、その後の住民の方からこれを許可

をするということは正式的には決定が得られなかったわけで、ございます。現在でもまだそういっ

たものについては整備をしておらない、とし、うのが現状でございます。

したがし、まして、私ども地域住民の方々と話し合いの中で、いろいろ整備につきま しては、今

後の課題として当然話し合いをしてまいります。いままでもやってまいりましたけれども、十分

そういった住民の御要望は可能なものについてはどしどし取り入れていくというようにも考えて
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おるわけでございます。以上でござし、ますD

O議長(石坂勝雄君) 滝瀬敏朗君。

029番(滝瀬敏朗君) 私も総務委員の一人でもありますし、総務委員会に付託ιいうこ

とでありますので、この辺で終わらせていただきたし、と思います。

0議長(石坂勝雄君) 谷長一君。

05番(谷 長一君) 市長にお伺いしたいんですけれども、 実は何日か前に私の うちへ

市長あてに内容証明が送付されたというその写しが送られてきたわけで、す口そこで、それを見ま

すと回答催告書というよ うなものが 8月 12日付に発送されているわけです。これは森田市長あ

てにですけれども、それでこの回答催告書に基づいて、市長は堀之内の延命寺に対しまして、回

答する意思があるかど うかをお伺し、し、たします。

0議長(石坂勝雄君) 市長。

0市長(森田喜美男君) その文書につきましては、承知し、また検討をいたしており

ますロ結論といたしまして、もちろん質問に対しては、見解を答えるわけでございますし、また

それに先立ちまして助役、部長にごあいさつにも伺わせ議礼を尽しているとし、 う段階でございます。

必要な回答はしなければならない、とこう，思っております。ちょっとつけ加えますと、 いまのそ

れぞれの御質問私どもの十分反省すべき点もありますけれど、また見解にもかなり隔たりがある、

こんなふうに感じております。したがし、まして、市政全体の市民生活をよりよくするために、も

ちろん行っている仕事でございますし、雨水排水にあわせて、都市下水路は暫定期間はし、わゆる

生活排水も処理せざるを得ない、とこ うし、う性格のものであります。

もちろん公共下水道を早く実施することが、これらの問題の総合的な解決に必要なわけであり

ますけれど、また今日の暫定的な意味での市民生活が、ともにお互いが迷惑を少なくする努力を

いたしながら何とか成り立たせなければならない、とこういう状況がちょうど日野市のこの高い

土地と低い地域、これらの関係にあるわけでありますが、われわれはそれを十分調整をとって御

理解をいただく中で、市民生活の日々の安定化を図ってし、く、とこのように考えておりますので、

よろしく御理解をお願し市、たします。

0議長(石坂勝雄君) 谷長一君。

05番(谷 長一君) 回答につきましては、誠意を持って答えていただきたい、という

ことを要望すると同時に、私も総務委員会の委員でありますので、総務委員会に付託されるとい
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うことでござし、ますので、、その中におきま して、再度細かい点につきまして発言させていただき

ますので、これで終わります。

0議長(石坂勝雄君) 高橋通夫君。

030番(高橋通夫君) 黒川都市下水路のこの添付図があり ますが、(その 8)ですね、

この右側の下の方に矩形渠の横断図があるわけですが、横断図のこれ二つあるわけですけれど、

その左側ですね、左側のところに下の方が 2，3 0 0、それから右側のところに 2，500と書いて

あるんだけれど、これは寸法が取っ違っちゃいないか、ちょっとはかつてみるとなんですね、こ

っちの方は長いところが短い寸法になっているし、短いところが長い寸法になっているんだけれ

ど、こ ういうことを専門家が出したにしてはおかしいと思うんです。 (I休憩」 と呼ぶ者あり 〉

O議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。

2，300と2，5 0 0でございます。この点について誤りじゃなし、かということでございますが、

この管渠は都道から先の部分でございまして、底辺部分が 2，300の長さになっておるわけです

が、 高さといたしまして 2，500とし、う意味でございますがD

0議長(石坂勝雄君) 高橋通夫君。

0 30番(高橋通夫君) これをはかつてみると寸法が合っていないですね。長し、方が短か

くて、短い方が長いです。はかつてみてください。

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) これは確かに御指摘のとおりでございます。これを見

た段階で、確かに長い方が短くなっているよ うに見えます。一応これは断面の正確な図面ではござ

いませんので、ひとつこの点でちょっ と御勘弁をいただきたし、と思います。 (1-議事進行Jと呼

ぶ者あり)

0議長(石坂勝雄君) 飯山茂君。

0 15番(飯山 茂君) 先ほど古谷議員からいろいろこ う質問をされていて答弁の中で、

全く私は技術的なものが欠けているんじゃないか。この際市長に、私はこれから言おうとする

ことは人事権ですから、余り言いたくありませんけれども、やはり市政を運営してし、く上にお

いて、それから行政面で、こういうことがあるとい うことは、大変むだな時間を費やしますの

で、この際、特に議会対策の中では、私は部長とし、う形で結構ですけれども、 対応の中では、
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やはり技官とか技師とかとしろ制度を設けて、やはりもっといまこの高橋議員が説明した絵で、も

横と縦が違うんだ、というようなことじゃなくて、やはり議員の皆さんにもよくわかりやすくす

ることも技官、技師というよ うな職責をつくって、も う少し私は議会にもわかりやすく、そして

市民の皆さんにわかりやすく運営することも私は大事なことじゃなし、かと思うんです。そのこ と

を特に提言いたしまして、私終わります。

0議長 ( 石 坂 勝 雄君) ちょっと飯山さんのは意見になり ましたで、すけどね。どうぞ高橋

議員。

030番 ( 高 橋 通 夫君) いまの図面は、反対にこ ういうふうに向ければ合っているわけな

んですがね。やはり図面と寸法が合わなくちゃおかしいじゃないですかね。こ ういうふうに回せ

ば合っているわけだけれど、やはり寸法と図と合わなければおかしし、じゃないか。

0議長(石坂勝雄 君) 都市整備部長。

0都市整備部長( 結城邦夫君) まことに不手際があって申しわけないこと でございま

す。今後このようなことがないように十分注意をいたしますので、御容赦顧し、たし、と思います。

以上でございます。

0議長 ( 石 坂 勝 雄君) 高橋議員よろしいですか。

030番( 高 橋 通 夫君) はい。

。議 長(石坂勝雄君) 小山良悟君。

04番(小山良悟君) 古谷議員、滝瀬議員等が質問しまして、も うその質問に尽きると

思うんですが、先ほど谷議員も市長あてに対する要望書とか、回答催告書の件について触れられ

ましたけれとーも、この手紙は私にも来ました。来ない議員の方もあるそ うですし、 また市民の方

も、一体催告書とはどういうことかというようなことも知りたし、部分もあるかと思いますので、

参考までにこの件ちょっと読み上げてみたいと思います。

まず最初の要求書が川辺堀之内の氏子総代、あるいは檀家総代、 用水組合、あるいは地主代

から日野市長あてに 56年 9月 1日に出されております。

要求書、日野市当局は、昭和 56年度より多摩平、神明上、吹上地区の雨水を浅川に放流する

工事を着工する旨発表されましたが、この放流水には不完全な浄化槽の汚水も含まれ、さらに 9

月より翌年5月まで豊田地区全域の汚水も合流され、このための悪臭等による堀之内地域の被害

は甚大であります。
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放流口近くには延命寺、日枝神社、住宅があり、これらの被害を最小限度に防止するために、

完全な処理施設を公園用地の一部に建設することを要求し、放流計画に協力する地主、住民、関

係機関に充分な補償を要求します。とし、う要求書が出たわけで、あります。 そして、

その後昭和 58年 8月 12日に宗教法人延命寺の代表役員とか、 檀家総代から日野市長あてに

内容証明で回答催告書が出されたわけで、あります。

回答催告書、前略、昭和56年 9月 1日貴殿に対し自治会、氏子会、 用水組合、檀家総代会よ

り提出した要求書に対し、現在まで何らの回答もないまま一部地主を金員をも って館絡し、住民

の意向を無視して工事を強行している事実を看過することはできなし、。このままの状態で工事が

完成すれば、放流口に接している地域住民は悪臭のために生活の存続が危機に立たされるのは明

らかである。また当寺に眠る祖先の霊を守るためにも檀家の総力を結集し、趣旨に賛同する同士

を集め、工事差しとめの実力行使に踏み切らざるを得なし、。

市当局はこの事実を率直に認め、 昭和 58年 8月 31日までに具体的内容を回答することを催

止とする。こう し、う 内容証明が出されておるわけであります。

そして、さらにもう一通のコピーは 58年 8月 19日に同じ差し出 し人から市長あてに、前略、

殿が、日告示第 76号をもって告示した、議案第 60号、 黒川都市下水路(その 8)の工事請

負契約の締結についての、 8月 19日開催の臨時市議会への提案を撤回されたい。

理由は、昭和 58年 8月 12日付をもって貴殿に送付した第 776号書留内容証明郵便に某づ

くものであるo こう し、う 内容のものがコ ピーされて届いたわけで、あります。この問題につき まし

て、先ほど古谷議員も質問しておりまして、 この質問に私は尽きると思いますので、私は質問撤

ロ1"、たしますけれども、しかし、大変重要な指摘をされておりますので、ひとつ市当局もこの問

題を真剣に受けとめて、慎重に対処していただきたし、。このよ うに要望しておき ます。

0議長 (石坂勝雄君 ) ほかに。古賀俊昭相。

018番 (古賀俊 昭君 ) いろいろ質問が出ましたので、 お昼御飯の時間でもありますから

簡単に聞きますが、いま市長は関係当地区の地主の方々と儀礼を尽して話し合いもしている とい

ことをお話になりました。それから暫定的に本来雨水だけを流す都市下水路に、家庭の汚水

も流すんだ、とし、うお話でありましたが、現在の話し合いの過程にありながら、儀礼を尽してし

ると言いながら、工事の契約を議会に提案してきているわけであります。つまり、 寝ている人の

枕をけとばすようなことをやりながら、誠意を尽して話しているということは言えないと思うの
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であります。今後この話し合いというものを、具体的にこの回答催告書も来ておりますので、ど

のように進めていくつもりなのか。

また、技術的なことも一つお伺いをします。これは境界が決まっていない地区について、先ほ

ど古谷議員の指摘で私も初めて知ったんで、すが、工事が果たしてできるのか、官地、民地の境界

の確定には先ほどのお話のように東京都の境界確定課の立ち会いも必要だと思います。それらの

境界確定の作業をやりながら、この提出されました議案によりますと来年の 3月 31日にはこの

工事は完股ずることになっております。それらの境界確定の作業をやりながら、果たして来年の

3月 31日に完段ずるよ うに持っていけるのか、一度出された議案が撤回をされたここの経緯も

ありますので、その辺のことをひとつ教えていただきたし、。

それから、もう 1点、暫定的に雨水にまぜて家庭の汚水これを流すというこ とであ りますが、

一体市長の言う暫定期間とはし、つからいつまでを指すのか、その期間を明示をしていただきたい。

以上でございます。

0議長(石坂勝雄君)

O助役(赤松行雄君)

助役。

私の方から市長にかわりま して御答弁申し上けγ品 、と思います。

るわけでございます、というふ うな要するに御理解を、あるいは市の立場というこ とを説明した

と同時に、今後もいろいろと御意向をお聞きしました。ユスリカが飛んでくるとか、あるいは内

山さんからはいろいろと出発の当初自治会等への説明がなかったと、要するに地主さんだけの説

明というスタートで部落、堀之内全体としての別に内山さんのお話ですと法人格はなし、んですよ

と、そのとおりなんですけれども、部蕗としてのやはりいろんな交流の自治会でござし、ます。息

づいたものもあるわけでございますので、そ ういうところに説明もなかったというこ とが第一段

のぼたんのかけ違いとしづ表現を私の方もしましたし、内山さんもしたわけで、ございますけれど

も、そういうふ うな原点に帰った話し合いも必要だということで、私たちの方も続けて話 し合い

をしていきましょ うと、内山さんからは、やはり何億、 あるいはそう 大きな金がかからない科学

の時代なんだから、そう大きな金のかからない施設が何かあるんじゃないか。いろいろとアイデ

アを尽したものがし、ろいろ発表されてt.、るんじゃないか。 そうい うことも誠意を持って要するに

処理水の流末に延命寺の地先になるわけなんですけれども、 そこに設ける ことも考えてし、かなき

ゃならないんじゃないか。それから、多少部落に対しての考え方というものについても、補償と

いう ことじゃないけれども、考えてほしいんだというふうなお話を 7時にお伺いしました。お勤

めから帰ってからですね。帰ったのが 11時ちょっと回ったぐらいでござし、ましたけれども、い

ろいろ伺いましたD ですから、この工事は儀礼を尽すとい うことについては十分考えておるわけ

でございます。話し合いをもしていこ う。市の考え方も聞いていただきたいと思います。部落の

話も続けて話し合っていこ う。内山さんは、私は事務局になっているということで、 大きな窓口

になりたい、こ うおっしゃってます。

それから、伊藤さんにもいろいろノーコメント ということでございましたけれども、普からい

ろいろ御指導いただいた方で、ございますので、やはり 1時間半ぐらい話し合いまして、いろいろ

と御指導をいただく というこ とになっておるわけで、ございますし、延命寺の住職さんは、実際に

やっているのは伊藤さんだから伊藤さんとこ ろへ行って、 というふう な話でしたけれども、住職

さんのお名前が載っておるわけでございますので、私たちのお話も開いていただきたいし、住職

さんのお話も聞かせてくださいということで、 20分ぐらいでございますか、都市整備部長も坂

口課長も参ったわけで、ごさ.います。いろいろそれぞれ話しました。今度提案する要するに理由と

いうのは、工期の問題もございますし、 4年間の計画というものを踏まえた中で、ぜひやらせて

ほしいというふうにお願いをしたわけで、ございます。今後につきましては、 やはり部落のいろい

きのう、おとといでございましたけれども、台風のさなかでございますけれども、 ここに内容

証明が市の方に差し出されたわけで、ございます。延命寺の住職さん、それから檀家総代としまし

ての円山浩さんから出されたわけで、ござし、ます。これにつきましては、この撤回の方につきま

しては、市長あてだけに来ておるわけでございますけれども、回答催告書につきましては、関係

の部長も含めて、 3通ほど市の中に来ているわけでございます。 17日参上したわけで、ございま

すけれども、この計画とし、し、ますのは、昭和 55年から 4年計画というふうなことで、財政的な

園、都の援助等を得まして計画された。大きな理由としましては、多摩平の六丁目、七丁目の大

変な異常出水時のあふれというものを解消するということで、計画された 4年計画でございます。

それで延命寺の住職さん、それから伊藤定さんのところにも黒川の住職さんの方からぜひ伺っ

てほしい、というお話でございましたので、参上したわけで、ございますけれども、今回こういう

ふうに、市の方で臨時会まで招集して御提案申し上げるということについては、臨時会について

は、 3月 31日までの工期ということで、 8月の 19日に臨時会をお願いするわけでございます

けれども、皆さんに対抗して強行してやるんだ、というふうな考え方ではなくて、 4年間の計画

の中で、財政援助等を得た中での計画でございますので、最終年度として、議会にお願いしてい

強
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ろと説明もお聞きします。それから、地主の条件等もお聞きし、市の要するに考え方も後で御質

問の中で、暫定ということがございます。この暫定とし、し、ますのは、申し上げますと、まだ 5年

後とかというようなはっきりしたものじゃございませんけれども、 60年までに完成しますとこ

ろの日野の流域下水道、あるいは公共下水道とし、う本格下水道がこの地域を通りますとこの家庭

雑排水、それからし尿浄化槽の吹上南地区の汚水は全部本格下水道に入る。それから、 古谷議員

からございました豊田の多摩平の汚水がごさいます。これもこの本格下水道に全部併合されるわ

けでございますので、一番橋の下に出てますこれは、堀之内の方のやは りげきり んに触れる一つ

の条件なんですけれども、それも本格下水道に入ることになるわけでございます。お願いしまし

たのは、ここ何年か要するにし、ろいろと私も迷惑があるでしょう、とし、 うことは申し上げておる

わけでございます。部落にと っては迷惑的な施設でしょ うけれども、何年かは忍んでいただきた

い。忍ぶについてはいろいろとやはり話し合い等も必要じゃないだろ うか、というようなことで

帰ってきたわけで、ございます。儀礼と暫定期間についてお答え申 し上げ

O議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) それでは私の方から 2点目の工期につきまして街説明

申し上げます。

工期は一応年度いっぱいで完了させる計画でございますが、この聞には工事に当たってのいろ

いろな説明会、話し合いとし、う場が当然、もたれてくるわけでごさいます。そうし、う 中で、いろい

ろお願いをし、また御協議をしながら工事に着手していきたし、とい うふうに考えておりまして、

そういうものも含めまして、 3月末日の工期を設定しております。私ども御決定いただければ、

この工期に間に合うように全力を尽していきたい、とい うふうに考えており ます。以上でござい

ます。

0議長(石坂勝雄君) 古賀俊昭君。

018番(古賀俊昭君) 私は境界が決まらなくて工事が一体着工現実にでき るのかとい う

ことをお聞きしたわけで、一つの心づもりやりたし、という決心はそれは部長お持ちかもわかりま

せんが、車制支術的なことに限ってさらにお答えをいただきたいと思います。私も浸水をしており

ます多摩平の六丁目に近接して住んでおりますので、かねがねこの工事については非常に関心を

持っておりました。本年度が最終年度であるということで、この工事が完成することによって浸

水がなくなるということは大変喜ばしいことだと思っておりましたんで、すが、いま古谷議員のい
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石んな指摘を聞きますと、まず工法にもいろんなむだがあるよ うなお話がございました。現在の

管を使って流れているものをさらに大きな管にかえれば少ない予算で当初の目的は達成される。

そのような指摘もあったわけで、あります。その中で、先ほど同 じく 平山台の都市下水路、いわゆ

る旭が丘の都市下水路のことに触れて、実際流れているいまの都市下水路から浅川に対して水質

汚濁防止法等に基づく基準をはるかに上回る BODで 10倍以上、 ssでこれも数倍の数値のも

のがすでに流れている、こういうことであるならば当然黒川の都市下水路についてもある程度の

環境予測とし、いますか、どの程度の水質のものが流れるかという ことは想定をして計画の中に当

然検討されて、そうい うものをお持ちだろうと思うんです。つま り工事に対していろいろ環境上

のことを指摘しながら工事当該地域の方が、いまいろんな指摘をしておられるわけでありますの

で、その環境がどのよ うに影響を受けるか、そのようなこともひとつ調べておられる場合には委

員会等で、またここでわかれば明らかにしていただきたいんですが、お願いをしたし、と思います。

それから、も う一つ市長の方から直接答弁がなかったんで、すが、 暫定的とい うことは、少なく

とも 10年、 20年ということを指す場合には、言わないと思うんです。 60年にいま助役は一

部完成が予想されている公共下水道のことを触れて、この地域にも当てはまるよ うなことを言わ

れたんで、すが、少なくとも、はっきりしない年限であるならば、 当分の聞ですよ、というような

形でごまかすようなことは、控えるべきじゃなし、かと思うんであります。この暫定期間とい うの

は、一体どういう意味なのかもう一度はっきりした年数があれば、私は聞きたいと思うんであり

ますが、もう少し具体的に教えていただきたし、と思います。

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) 私の方からお答え申し上げます。

1点目の環境についての想定をしてあるかとい うこ とでございます。私どもこの黒川都市下水

路が完股ずる前、すなわち現在の段階で、水質測定をやる必要があるとい うことで、この水質測

定を実施することになっております。これは私どもの方そうし、う測定機能とい うものを持ってお

りませんので、清掃部にお願いして、採取個所等も協議の上で採取をし、 BOD、あるいはss

そういった項目別に現状の段階の把握を行いたい、とい うふうに考えておるわけでございます。

それから 2点目の暫定的ということですけれど、先ほど助役の方からお答えがあったわけで、ご

ざいますけれども、現在私どもの方の公共下水道の整備につきま しては、 都で実施をしておりま

す。流域下水道の現在の第 1期工事の完了予定は、 63年をめどにいま流域下水道本部の方で計
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画を進めております。ただ地主さんとの折衝は行われているわけでございます。一応、 63年度

に一部施設が完成いたしますと、処理場で汚水の処理が開始されるわけでございます。したがし、

まして、その時点までには、日野市地域内の公共下水道の管渠の敷設を相当やっておかなければ、

汚水が処理場まで到達しない。施設が遊ぶとし、う形になるわけでございますので、一応 63年度

をめどに、私どもとしても現在浅川処理区の公共下水道について、 事業の認可を早く取るという

ことで、都と折衝しております。そうし、う中で、本年度は万願寺区画整理事業につきまして認可

申請を出すということで、都の了解も得ておるわけでございまして、万願寺区画整理事業は、 認

可前ではございますけれども、一部管渠の埋設、これは区画整理事業の道路の築造とあわせて施

工していこ う、というふうにも考えておるわけでございます。

川辺堀之内の方にこの下水道管が公共下水道の幹線として延びてし、くわけでございますが、こ

の幹線は、現在の予定では、 1・3. 1号線に埋設をしてし、く 予定でございます。万願寺区画整

理事業の中では、 事業の中で国道の用地があいてまい りますので、あいた時点で、施工が可能で・あ

るわけでございますが、区域外の地域につきましては、現在の段階で 1・3・1の工事の施工の

めどが立っておりません。この中に埋設を していくと いうことで、計画は現在なっているわけで

ございますが、こ うなりますと、国道ができな¥，-s.艮り 、管の延長ができないとい うこ とで、私ど

もそれで、は非常に困るわけでございますので、現在の計画を一部変更いたしまして、 1・3・1

からはずしまして、現在川沿いにございます都道の方にルー ト変更をしていきたい、とい うふう

には考えておるわけでございます。

したがし、まして、 63年に処理場が稼働を開始するとし、 う前提で、この幹線、通称浅川中央幹

線と言っており ますが、この幹線を延ばす計画でございます。川辺堀之内あたりに到達する予定

としては、現在あくまでもまだ推定でございますが、 6 4年ごろまでには到達をさせたし、という

計画で進めておるわけでございます。したがし、まして、公共下水道が、こういった地域の用水あ

るいは河川に多大な影響を与えている汚濁としみ 問題を解消するためには、 公共下水道の整備以

外にはございませんので、私ども全力を挙げてこういった公共下水道の整備に当たっていきたい、

というふうに考えておるわけでございます。以上でございます。

0議長(石坂勝雄君) 古賀俊昭君。

018番(古賀俊昭君) これは私の要望になりますが、本来、都下水路は公共下水道のよ

うにし尿や家庭の排水を完全に排除するという目的ではないわけです。市街地の雨水を対象とし
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たものであ りますから、少なくとも、この議案の〈その 8)については、当該地域の住民の方と

の合意ができるまで、は、了解が得られるまでは、私は契約はすべきでないと思っておりますので、

その旨申し上げておきたし、と思います。終わります。( r議事進行jと呼ぶ者あ り)

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) 先ほど都市整備部長は、 黒川の水をきれいにする意思はないんだ、

とこ う言われた、ところが、私は前下水道課長の橋本君からはできるだけきれいにしたいんだと、

方法があるかと聞いたら、 ある、建設省の方式、北多摩の野川でやっているんじゃないか、と、

私は逆にしかられたもんです。どのくらいの費用でできるんだ、 3，0 0 0万から5，000万その

程度でできる。土地はあるのか、市の土地があいているんだ。 確かにあいてました、山際。そう

すれば堀之内の黒川はきれいになるなと思ったんです。あなたはする気がないとさっき言った、

陳情書に対する回答の中で。だから審議の中で議事進行を申し上げたのは、建設部にいっており

ますけれど、清流の主任橋本君もその審議に加わってもらってもらいたし、。黒川親水公園をつく

る土木課長にも加わってもらって、総務委員会で十分御審議願うようにお願いしたし、。都市整備

部長はできない、 やる気がない。ところが、 清流課長はやる気がある、前の下水道謀長で・すo大

体何やっているんだかちっともわからない、 あなた方の中は、そうでしょう。南平の土地だって

そう σコゃありませんかロ高等学校ができると言って買って、なんです、平 駒吉さんところへ行っ

て、あそこじゃで、きなくて 4，000坪ぐらいしか土地が取れないんだそう ですね、16億7，000万

も出してあと 4，0 0 0坪ぐらい買わなきゃしょうがないだろう、一体何考えてしる。うそで?h1u

でもないでしょ う、あなたが言ったんだからD だから、 やはり審議には隠そうとする都市整備部

長や助役側と正しく語ろうとする市の職員もおるんです。 そうし、う点で、十分御審ー

議事進行と してお願いします。

0議長 (石坂勝雄君 ) これをもって意見を終結いた 。 2件について御怠見があ

れば承ります。 秦正一相。

026番(秦 正一君) 黒川都市下水路(その 8)この件につきましては、昭和 56年先

ほども話がありましたよ うに一部地主の反対により まして協力が得られなく てベンディ ングに古

ったとし、う状態がありました。その後 57年、 5 8年議会においても再三この件については心

ないかと、 58年度がも う最後ですから、その前にこの工事の締めを しなければ終わらないと い

うこ とで、何回か議会においても質問をしました。 それに対して市側は、 大丈夫ですと いA とれ
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に言ってましたよね、間違いないと思います。議事録にも書いてあると思います。それで市側の

考えていること、またやっていること、もうちょっと真剣味が足らんじゃなし、かと思うんですが

ね。何か日にちがあるから大丈夫だろうというふうな安易な気持ちが走っているかど うか。相手

はなかなかいるわけですからね。交渉相手方泊、るわけですから、これはなかなか自分の思うよう

にいかんと思うんですよ。ところが、そういった面で、何とい うのか、その厳しさというのかね、

そういったものが安易になりすぎているんじゃなし、かというふうにも感じられるんですよ。先ほ

どからずっと聞いていますと。それで、二、三日前に私の方にもこ うし、う反対の書面が来ました。

もしこの工事をやる場合においては、処理施設をつくってそれでやってもらし、たし、とい うふうな

ことも来ております。こういうことも全然わからなかったわけで、すよ。私は市の理事者の方を信

用してきたわけで、すからね、まさかこんな状態にはなっているとは，思っていませんでした。した

がって、総務委員会にも付託されると思いますけれど当然、その中で、果たしてここで議決して

しまった方がし、し、かどうか。むしろ、してしまうことによって逆な効果を生んでしま うんじゃな

いかと、やりにくくなってしまうんじゃないか、という心配もあるわけです。ですから、委員会

においては慎重にこの点を審査してほしい。まだ提案する時期に来ていないんじゃなし、かと思う

んですよD もっと理事者の方で、詰めた折衝をしておかなければならない、とい うふうにも感じら

れるわけです。ですから、その点を総務委員会においては慎重に審議してほしいことを意見とし

て要望しておきます。

0議長(石坂勝雄君) ほかに御意見はありませんか。なければこれをもって意見を終結

いたします白

お諮りいたします。これをもって議案第59号、黒川都市下水路(その 7)工事請負契約の締

結、議案第 60号、黒川都市下水路(その 8)工事請負契約の締結の件は、総務委員会に付託い

たしたし、と思いますが、これに御異議ありませんか。

( i異議なし」と呼ぶ者あり〕

0議長(石坂勝雄君) 御異議ないものと認め、総務委員会に付託いたします。

これより議案第 61号、大栗四号処理分区 (58-1)工事請負契約の締結の件を議題といた

します。

理事者から提案理由の説明を求めます。市長。

〔市長登壇〕
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0市長(森田喜美男君) 議案第 61号について提案の理由を申し上げます。

本議案は、大栗四号処理分区 (58-1)工事の請負契約を締結するもので、地方自治法第96

条第 1項第 5号の規定及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得 または処分に関する条例

第 2条の規定により提案をするものであります。

入札の結果、 1億 2，2 0 0万円で吉原建設株式会社が落札し、たしました。

なお、詳細につきましては、担当部長に説明いたさせますので、よろしく御審議のほどお願い

いたします。

0議長(石坂勝雄君) 関係部長から詳細説明を求めますD 総務部長。

。総務部長(伊藤正吉君) 議案第 61号の内容につきま して御説明申し上げます。

工事件名でございますが、大栗四号処理分区 (58-1)工事でございます。別添えに参考図

面が書いてございます。施工個所につきましては太線で図示してございます。工事の内容につき

ましては、直径 800ミリの管を 22 9.5 5メートル推進工法で、施工するものでございます。ほ

かに特殊マンホールの 8カ所等を施工するものでございます。

契約金額といたしましては、 1億 2，200万円、契約の方法でございますが、指名競争入札。

施工業者の指名につきましては、推進工事の経歴を持ちます 10社を7月20日の指名委員会で

選定し、 8月3日、指名競争入札を執行いたしました。別紙に入札調書が書いてございますよ う

に吉原建設株式会社が最低価格で落札したわけで、ございます。

工期でございますが、契約日の翌日から 59年 3月 21日まで。契約の相手方、東京都渋谷区

代々木三丁目 38番 10号、 吉原建設株式会社、代表取締役、吉原磯吉。 以上で内容の説明を終

わらせていただきます。よろしく御審議をいただきたし、と思います。

0議長(石坂勝雄君) これより質疑に入ります。高橋通夫君。

0 30番(高橋通夫君) この工事は、 京王線を横断して、それからずっと行くところに、

落川の道路だと思うんですが、あそこは埋蔵文化財の関係があるんだけれども、そうした調査が

まだできてないと思うんだけれど、期日までに間に合うかどうか、そう いう点。

O議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。

御指摘のとおり落川遺跡の包蔵地でございます。この道路を掘削、開削でやる場合には全面に

わたって埋蔵文化財の調査が必要になってくるわけでございます。この工法を推進工法と いたし
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た関係上、埋蔵文化財の調査は、マンホールの位置だけで、限定されて、そこだけを調査をすると

いう形になるわけでございます。したがし、まして、掘削を行う時期までには、文化財は先行して

調査に入っていただしということになるわけでございます。その辺の調査、調整につきまして

は、現在教育委員会の方と十分詰めて実施をできるように図ってございますD 以上でございます。

O議長(石坂勝雄君) 高橋通夫君。

030番( 高 橋 通 夫君) マンホールは何カ所ぐらいつくるんですか。

O議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) マンホールの個所としては 8カ所でございます。

0議長(石坂勝雄君) ほかに御質疑はありませんか。なければこれをもって質疑を終結

いたします。

本件について御意見があれば承ります。なければこれをも って意見を終結いたします。

お諮りいたします。これをも って議案第 61号、大栗四号処理分区 (58-1)工事請負契約

の締結の件は、総務委員会に付託いたしたし、と思いますが、これに御異議あり ませんか。

( i異議なしJと呼ぶ者あり〕

0議長 ( 石 坂 勝 雄君) 御異議ないものと認め、総務委員会に付託いたします。

ただいま 3議案が総務委員会に付託されましたので、これより委員会を開催していただきます。

お諮りいたします。議事の都合により暫時休憩いたしたし、と思いますが、これに御異議ありま

定いたしました口

議事の都合により暫時休憩いたしたし、と思いますが、これに御異議ありませんか。

( i異議なし」と呼ぶ者あり〕

0議長(石坂勝雄君) 御異議ないものと認めますD よって暫時休憩いたします。

午後 4 時 45分休憩

午後 5時 7 分再開

せんか。

0議長(石坂勝雄君) 休憩前に引き続き会議を聞きます。

これより審査報告に入ります。

議案第59号、黒川都市下水路(その 7)工事請負契約の締結の件を議題といたします。

総務委員長の審査報告を求めます。

〔総務委員長登壇〕

O総務委員長 (黒川重憲君) 議案第59号4黒川都市下水路(その 7)工事請負契約

の締結について総務委員会の審査報告を申し上げます。

この議案は黒川都市下水路の第7番目の工事でございます。契約金額 1億 1，00 0万にて来年

3月27日を工期といたしまして清水組が落札をしたものでございます。

審議の中で、 1，65 0という口径は非常に大きいのではないか、本会議場でも質議がなされま

したが、そういったことに対しては、将来の公共下水の配水も考慮してのものであるD こう いっ

た答弁もなされました。

慎重審議をいたしまして、全会一致可決といたしました。よろしく御審議をお願い申し上げま( i異議なしJと呼ぶ者あり〕

0議 長(石坂勝雄君) 御異議ないものと認めます。よ って暫時休憩し、たします。

午後零時 55分休憩

午後 4時 44分再開

す。

0議長(石坂勝雄君)

06番(古谷太郎君)

これより質疑に入ります。古谷太郎君。

先ほど私がし、ままで 600ミリの管が入っていた、それを 1，600

0議 長(石坂勝雄 君 ) 休憩前に引き続き会議を聞きます。 何ミリそうすると面積にすると 7倍、大変大きいものを入れた、なぜ入れましたかと質問してみ

ましたら、それはいま総務委員長の御報告で明らかになったとおり、 計算してない。それで将来

の公共下水道も入れるんだ、ということで大きくした、と こう し、う御回答だと委員長からござい

ました。これは大変な御意見だと思う。話だと思う。一件、将来の公共下水道の、どこのものを

入れようというんですか、これに。これは雨水管ですよ。どこの公共下水道をこの管に入れるん

です。これをひとつ明らかにしてもらいたし、。

時間延長をいたしたいと思います。

お諮りいたします。議事の都合によりあらかじめ会議時間の延長をいたしたし、と思いますが、

これに御異議ありませんか。

( i異議なしJと呼ぶ者あり〕

0議 長(石坂勝雄 君 ) 御異議ないものと認めます。よって会議時間を延長することに決
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0議長(石坂勝雄君) 総務委員長。

0総務委員長(黒川重憲君) その件につきましては、担当者の方から御説明をさせてい

ただきます。

O議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。

黒川の都市下水路が入ってまいります多摩平六丁目の泉塚のところには、すでに多摩平の公団

が施工いたしました地域の排水を取るために、先生の御指摘では、 600ミリとしみ管が入って

おるとい うことでございますけれども、ここの実際に現在入ってお りま すのは 1，0 0 0ミリと

1，1 0 0ミリの管が埋設されております。この管の算出根拠となってお りますのは、当時、 公団

が施工した当時は 35年でございますけれども、雨水の算出量の計算式と申 しますか、一般に言

われております実験式としみ方式を用いて算定をいたしたものでございます。その後都市化が非

常に進むとい うこ とで、この計算式を用いておりますと、管の対応が非常に困難であ るとい うふ

うな観点から、建設省の方の指導もございまして、現在では一般的に採用されている雨水の算出

量の計算式では合理式とし、 う計算方式をと っているわけでございます。この実験式と合理式を当

てはめていった場合、同一場所でこの両式を当てはめますと、 実験式の方が全体の合理式 より比

べた場合に 80%の水量しか出てこないわけでございます。それだけ少ない流量とい う形にな り

ますので、実際には管が同じ方式を用いた場合で、の関係が小さくなってくるわけでございます。

現在では合理式とい う管の太さを大きくする式が採用されてお ります。それと同時に 35年当時

に公団が降雨量を降雨強度をこの計算式の内へ入れてくるわけでございますが、当時では 40ミ

リ、降雨強度といたしまして、 40ミリの降雨量を算定基礎としておいておるわけでござし、ます。

しかし、現在では 50ミリの雨量にも対応できるような雨水管の設置が必要とされておりますの

で、現在におきましては、このように降雨強度の面からも現在の方が多くなっている、とい うこ

とでございまして、当時と現在では、計算式の方法、あるいは降雨強度の取り方が差があ ったわ

けでござし、ます。したがし、まして、当時といたしましては、 1，0 0 0ミリ 、あるいは 1，10 0ミ

リの管で算定されたわけで、ございますが、現在の合理式を採用いたしますと、このところの流量

というものが、流すための対応できる管渠の大きさが 1，65 0でございますか、 ミリの管が必要

になるとこのような計算式等で決定をされたものでございます。以上でございます。

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。
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06番 (古谷太郎君) そうすると、委員長の報告とはち ょっ と違う 。将来の公共下水道

を入れる余裕をもたせてある。あなたの説明じゃ余裕がないじゃない。どうなんだ、これ。

O議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。

余裕が現在の管ではないとい うことでございますが、当然この都市下水路を計画 している時点、

では、この地域の将来の公共下水道計画を煮詰めておった邸皆で、ございます。その煮詰めの中で、

この地域、将来の公共下水道の流出地域、処理地域と いうものは、一応決定はしておらなかった

わけですが、検討を行っておったわけで、ご、ざいます。将来の公共下水道計画、その時点では大分

詰まっておりましたので、 事業認可を取る、また都市計画の決定を取る前提となるその計画にあ

わせて、 黒川の都市下水路の管の大きさを決定していったわけで、ご、ざいます。以上でございます。

0議長(石坂勝雄君)

06番(古谷太郎君)

古谷太郎君。

よくわからなし、。 1，00 0ミリにしても 1メートル 65センチに

直せば 2.8倍の大きさになる。 8割の許容量にしても 2倍以上になる。だから余裕をもたせてあ

るとしみ 委員会の説明の方がわれわれには納得できる。だからどこを入れるんだと 聞いたんで、す。

じゃ、次に質問したいんですが、いまある 1，00 0ミリ 、 1，1 0 0ミリの管は取ってしま うんで

すか。この点をどうなんですか、委員長さんの場合。

0議長(石坂勝雄君) 総務委員長。

0総務委員長(黒川重憲君) そのことにつきま しては、委員会で質疑がされませんでし

たので、担当者の方から答弁させたし、と思います。

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。現在のそれでは 1，00 0ミリ、

あるいは 1，10 0ミリの管はどうなるのかとい うことでございますが、この管につきましては、

1，6 5 0ミリの管が入れば重複した形で、本来ならばこの管は撤去 してもし、し、わけでございます。

しかし、将来計画、現在の排水区域から見まして余裕と してこの管は存続 しておきたい、とい う

ふうに考えておるわけでごさいます。現在の管で下流まで、持っていった場合、 非常に問題が途中

で現状でもふいている状況でございます。新たに都市下水路が入って主流と しては都市下水路に

流してし、くわけでございますが、その余裕としてこの管は存置 しておきたい、とい うふうに考え

ております。
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0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) だから、私はそのことを知っているから聞いてし、る、知っている

から。 2 ~本入るわけだ、しかもこの泉塚の市役所から行く道路にその管は接続するようになって

いる。し、L、ですか、設計は。だから余裕じゃないん・だよ D その管にももちろん入るわけだよ、雨

が降れば。だから 1，00 0ミリと 1，650ミリ 2本もあれば非常に余裕がある。非常に余裕があ

るということは、どうしてそんなむだやるのかと聞いたわけだ、先ほど。撤去しないということ

ぐらい知っている。だから、そうなるといまの管よりも約 4倍、さっき言ったで‘しょう。いまの

管を 1とする、そ うですね、 165の自乗だ 2.8だ、 2.8足す 1だから 3.8倍になるわけだ、量

が。 3.8倍もたくさんの雨が降るわけがない、 50ミリにしてみた ってつ 50ミリ浸透率 50%

とみて計算してごらん。傾斜がどのくらいあって毎秒何トン流すんだ。先ほど聞いたで‘しょ う、

私が。あなたはそのとき答えられなかったから、後でし、し、と言った。私の質問に、それに先答え

てもらいたい。毎秒何トン泉塚六丁目の 38番のところで、 3 6番のところこの 2カ所で毎秒何

トンどれだけの傾斜でこの管に入ってくる、管が 2つある。

O議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。毎秒何トンの雨水を流すかとい

う御質問でございます。流出係数といたしましては、 o. 5トンの計算式を用いております。(I毎

秒」と呼ぶ者あり)はい、 ( I何番地で毎秒 O.5トンJと呼ぶ者あり)。

お答え申し上げます。

泉塚の交差点の付近で測定をしてございます。

O議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) 私はいま傾斜も聞いているわけだ。流速だ、もちろん流速がわか

らなければ計算の立てようがないので、流速何メートルで毎秒何トン、こういうふうに言わなけ

りゃ量がわかりっこないじゃないか。それじゃなきゃこの敷設が決まるわけなL、。急傾斜にすり

や狭くたってし、いんだ、早くすりや、流量を。さっき聞いたんだろう。そのとき答えられなし、か

らもう 1回、待ってた。部長、用意しなけりゃこの数字が出るわけない。

。議長(石坂勝雄君) 担当課長呼びますか。( Iはし、」と呼ぶ者あり)。しばらくお待

ち願いたし、。担当課長来るそうですから。下水道課長。
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0下水道課長(坂口泰雄君〉 お答えいたします。

あの地域の集水面積は約 30ヘクタールで、ございます。ヘクタール当たりの雨水量でございま

すが、それは毎秒 0.116トンでございます。したがし、まして、最終の 1，80 0ミリのところに

来る流量につきましては、毎秒 3.84トンとしみ計算になっており ます。それから、雨水路の勾

配でござし、ますが、1.7というような基準になってございます。

0議長(石坂勝雄君)

06番(古谷太郎君)

古谷太郎君。

私が聞いているのはね、 毎秒 0.5トンと想定したんだと、部長が

言ったんだよ o ¥，、し、ですか。それで流速は幾らかと聞いたんです。想定してやったのか。流れの

早さと物質の量と掛け合わせなきゃ直径が出ないんだ、 どのくらいの管が必要かとし、う 。だから

番地まで言ったんだ、六丁目の 36番と 38番毎秒何トンで速度はどのくらいの速度がこの管の

中を通るんだ。そうですね。安全性を見てその 2倍を見てあ りますとか、そうい うことはわかり

ますよ。さっき聞いたんだけれど、お答えがなかったから、また質問しているわけです。いまの

あなたの答えで、は速度が出てなし、。

0議長(石坂勝雄君) 下水道課長。

0下水道課長(坂口泰雄君) 部長の方の答弁がございました毎秒 0.5トン、これは、

流出係数が 0.5ということでございます。したがし、まして、 1，8 0 0ミリのところに到達いたし

ます流量は、毎秒 3.84ということでございます。流速につきましては、いま資料を取り寄せて

おりますのでお待ちいただきたし、と思います。

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) この管の直径は、どこだって、建設省だってそうです。水の量と

速度で出すんです口そうでしょう。だから、水と量と速度を出さなきゃ 1メートル 65センチの

管と 1メートルの管 2本どうして要るかと聞いて、私は 1メートルの管と、 あと 60センチぐら

いの管がありゃし、し、んじゃないか、とさっき聞いたわけだ。わかりますね。どうも勘違いされち

ゃ困る、さっき聞いた質問だ。

0議長(石坂勝雄君) 下水道課長。

0下水道課長(坂口泰雄君) 現在 1，10 0ミリ 、それから 1，00 0ミリの既設管が入

ってございます。ただし、それを現在の合理方式で計算いたしますと、当時の流出係数、あるい

は降雨強度こういうものが若干変わっておりますので、合理方式をとることによって出される雨
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水量が多くなってまいります。それを飲み込むためには、どうしても計算上 1，65 Qミリが必要

だということでございます。 1，65 0ミリも常に満タンな形で流れるわけじゃなく、やはり流れ

るには若干の余裕がなくちゃ流れませんので、その辺も見込んで 1，65 0ミリとしづ計算になっ

ておると思います。

それから、現在入っている既設管につきましては、 1，65 0ミリの管が入れば実際には要らな

いわけでございますが、現在のところそれを撤去 して新たに 1，65 0を入れるということもなか

なか道路の通行量の多いような現状で全面掘削工事はできませんので、とりあえず現在の既設管

の下に推進で 1，65 0ミリを入れる。道路の管理上も実際には 2本入っているのは非常に好まし

くないわけでございますが、将来的には撤去するかそういうような方法をと っていきたい、とし

うふうには考えております。(r流速はわからないんだなJと呼ぶ者あり)いま資料を取り寄せ

ておりますので。

0議長(石坂勝雄 君 )

古谷太郎君。

06番(古谷太 郎君)

いま何か資料をあれなんで、 ほかに御質疑の方はございませんか。

さっき部長はね、 1メートルの管と 1メートル 10センチの管は

予備として置くんだ、と言ったんだよo ¥'¥"I課長は撤去するんだと言ったよ、し、ま。速記録ごら

んなさい。将来は撤去したし、。僕は課長の方が正しいと思う。 それでなければこんな大きい管を

入れなくたっていいんだ。もっと安上がりでできるんだ、両方使えば、余裕をもたせることはな

いんだよ。入れる場所、この面積 3ヘクタールとも う決ま っちゃっているんだ、これ。そういう

ね、いいかい、ごまかし答弁というのはおやめなさい。速記録読めばわかるから、後でD それで

ね、私はこの工事の配管を見て、あなたは初めそう考えたんだと思うんだよ。なぜかとい うとこ

の管はこの泉塚の交差点の管に直接接続している、両方とも。途中で一緒になってない。泉塚交

差点のところから市役所の方へ向かつてくる管は、太い管ですよo そうでしょ う、 2，0 0 0ミリ

を超えているんじゃないか、そうだろう、 1，80 0ミリか、その管幾ら入っている、泉塚交差点

から 1・3. 2か、あれに入っているのは何ミリ入っているか。

0議長(石坂勝 雄 君 ) 都市樹首部長。

0都市整備部長(結城邦夫君) お答え申し上げます。

1 . 3・2に入っておりますのは、その 1工事で実施したところでござし、ますが、 2，0 0 0ミ

リの管が入ってございます。
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0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) いいですか。だから 2，0 0 0ミリの管に 1メートルの管と1.65

メートルの管が入っているわけだよ。その先が1.8にな っているけれど、メートルね、 そうだろ

う。1.8メートルの管と1.1メートルの管が 2メートルの管に入っているそうだね。

0議長(石坂勝雄君) 都市整備部長。

0都市整備部長(結城邦夫君〉 お答え申し上げます。

従来から入っておる管は、 1，00 0ミリと 1，1 0 0ミリ でございます。新たに 1，650ミリの

管を併設いたすわけで、ございますが、泉塚の交差点から先については、 1・3・2号線の中には

2，0 0 0ミリの管が入っておるわけでございます。この上流部分といたしましては、今度新たに

設置いたします 1，65 0ミリの管が接続されるわけでございます。 それと従来から入っておりま

す 1，00 0ミリ、あるいは 1，1 0 0ミリの管渠の延長は、 泉塚の交差点から豊田に向かいます道

路の下に、現在 1，20 0ミリの管が埋設されております。こちらの方に入り まして、別系統で浅

川の方まで持ってし、く、とい う考え方でございます。以上です。

0議長(石坂勝雄君) 下水道課長。

0下 水 道 課 長 ( 坂 口 泰 雄 君 ) 先ほどの流速の関係でございますが、 1，650ミリ管あ

るいは 1，80 0ミリ管でございますが、これはともに勾配的には 1.78ミリ、流速につき まして

は、 1，6 5 0ミリが毎秒1.5 2、 1，800が1.61とい うことになっております。

0議長(石坂勝雄君)

06番(古谷太郎君)

古谷太郎君。

これいま聞いたところだから計算しなき ゃわからないけれど、こ

れでこの管は何倍の容量を持っているの。毎秒 3.84トンで 1メートノレ 80だ、これは。それで

1. 5 2の流速だな、そうだろう。これで何割りぐらい管の面積を占めるの。実際これで流してみ

ると。すぐ計算つくんだろうと思うけれど。

0議長(石坂勝雄君) 下水道課長。

0下 水 道 課 長 ( 坂 口 泰 雄 君 ) 先ほど私総水量で 3.8 4とお答えいたしましたが、総水

量では 3.0 8 4でございますので、訂正いたします。

それで、 1，65 0ミリが1.7の勾配で流速が毎秒1.5 2メーター、流量にいたしまして、毎秒

2.599立方メートルということでございます。それで、厳密な計算してございません。 計算式ち ょっ

と私わかりませんが、大体1，650ミリの管の 80%を流れる、 20%は余裕をもっとし、し、ます

- 53ー



か、実際には満タンでは流れませんので、そういうような計算式のもとで1，65 0ミリという管

口が決定されているということでござし、ます。

0議長(石坂勝雄君)

06番(古谷太郎君)

古谷太郎君。

約 8割とこれははっきり言って最大雨量が 100ミリですか、

1 5 0ミリですか、毎時の最大雨量何ミリでこの計算をしてあるのD

0議長(石坂勝雄君) 下水道課長。

0下水道課長(坂口泰雄君) 雨水の流出係数が o.5、それから降雨強度が 50ミリ、時

間当たり 50ミリということで計算しております。

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) ばか言っちゃし、かんよ、君、もう 30ミリ、 4 0ミリとし、う雨が

毎時降る可能性があるわけだよ。降ったで、しょ、現に 33ミリが、この間の雨でちょ っとしたこ

とだけど。それで 50ミリの雨でも って 8割し、 っばいなっちゃいます。そんな管なら入れない方

がし、ぃ、も っと太くなき ゃだめだ、そ うなると逆になる。冗談言 っちゃいかん。流出係数 50だ、

半分しか流れないと見ているわけだ。だから 50ミリ が最大雨量と見て、その 2倍なり 3倍の安

全量をとってあるんだよ。日本住宅公団がやったときにはね、 4 0ミリと見た、 4 0ミリの 2.5

倍、毎時間降る雨が、降っても大丈夫というふうにして 1，00 0ミリ 1，1 0 0ミリが入ったんだ

な、さっき 60ミリちょっと間違えたけれども D だから 50ミリの雨でもって 50%の計算で、

L、し、かい、毎秒 2.59立方メートルなんて雨が集まるわけがないじゃないか、計算してみろ、 そ

れ。面積が 3ヘクタールだ、 ( i 3 0ヘクタール」と呼ぶ者あり)3 0ヘクタールでし、いよ、計

算してごらん。これの 8割とするなら、そしたらもっと降ったらどうする、もっと降るというこ

とはあり得る、だから明治以来の最大の雨の量の 2倍から 3倍の雨が降ってもし、し、ようにつく っ

てあるんだ、雨水管というのは。だから、いま計算根拠がわからないんだよ、君たちには。いま

5 0ミリとはしてあるんだよ最大雨量、それで 50ミリは当然降ると見られるわけだ。 60ミリ

降る場合があり得るんだ。だけれども、余裕をもたせて過去の実績の最大が 50ミリとすれば、

毎時間、それの 2倍なり 3倍なりの雨が降ってもし、し、ようにつくるんだよ。そうし、う計算になっ

ているんだよ。あなたはなりたてだからきっと計算の間違いだと思う。だけれどもね、し、し、です

か、一番大事なのは部長すら知らなかったということだ、計算式を。だから、かなりし、し、かげん

にやってあることは事実ですD しかし、これ以上あなたに言ってもむだだから、また後で、よく説
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明に来なさい、それは。それでこの管をつくって、し、し、ですか、下の方へ流せないんですよ。何

年もほうっておく気であるかどうか市長に聞きたし、。境界査定も終わってないところでどうやっ

てやるんです、工事を。

O議長(石坂勝雄君) 市長。

0市長(森田喜美男君) 私が担当者に確認いたしましたところ、設計ができるという

ことは、境界査定が終わっておるということである。それから、下流も川まで管渠によってつな

いで、そして、この問題の解決の完成を図るとい うことであり ますから、御理解をお願し九、たし

ますD

0議長(石坂勝雄君) ほかに御質疑はありませんか。なければこれをも って質疑を終結

いたします。

委員長報告について御意見があれば承ります。古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) 私はこの管の埋設については、保留とし、う態度でおります。なぜ、

かと言いますと、この工事をやって国庫補助金がほとんどない。 運動 してないからないんだけれ

ど、予算で 6千何百万か予算になっていた。内示が 4，000万。本来ならば 1億 2，00 0万を超

える国庫補助金がもらえる工事であります。しかも起債である、借金をしてやる、ちょうど南平

の高校用地と同じだ。借金をして使えるならいい。利息だけ来年から取られる、再来年から取ら

れる。この管は埋めても使えない。いたずらに多摩平六丁目の諸君が空喜びをするにすぎない。

その上に日野市は、この工事の借金のお金の利息を払わなければならなし、。しかも貴重なる税金

も使わなきゃならなし、。このような工事は、よく地元の人たちに御説明申し上げ、皆さん方に了

解願って、そして、むだな工事にもなってしまうので、しばらくいま努力して工事ができるよう

にするからということで、お願いしなきゃならなし、。この責任はあくまでも理事者側にある。ま

た、この工事、たとえば 2年先、 3年先にやっている工事がある、これらの借金の利息も払わな

きゃならない。しかし管は使えない、恐ろしいことをやっている。高校用地と全く同じことをや

っている。人の金だからし巾、と思ってやっているかもしれないけれども、 これは大変なことなん

です。税金なんです。だから、私は六丁目の諸君のむだな喜び、むだに、ちょっと工事やってい

るから来年は大丈夫だろうというようなごまかし、昭和 60年は都立高校ができるなんて喜ばせ

るo そういうふうな理事者側の態度は市民を冒涜するものだと思うがゆえに、この工事について

は保留すべきである、と私は意見を申し上げておきます。
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0議長(石坂勝雄君) ほかに御意見はありませんか。なければこれをもって意見を終結

いたします。

これより本件について採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決で、あります。 本件

は、委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

(賛成者挙手〕

O議 長(石坂勝雄君) 挙手多数でありますD よって議案第 59号、黒川都市下水路(そ

の 7)工事請負契約の締結の件は、原案のとおり可決されました。

これより議案第 60号、黒川都市下水路(その 8)工事請負契約の締結の件を議題といたしま

す。

総務委員長の審査報告を求めます。

0総務委員長(黒川重憲君) 続きまして議案第 60号、黒川都市下水路(その 8)工

事請負契約の締結について総務委員会の審査報告を申し上げます。

工事のその 8でございまして、契約金額 1億 500万、株式会社日野大野が落札をしたもので

ございます。議員の皆さんから活発な質疑がなされました。境界の確定はどうだ、あるいは未執

行分の解決は、残りの部分は来年 3月まで、果たしてできるのか、あるいは新しい処理設計の検討

はどうなのか、地元住民との理解、補償等はどうか。こういった活発な意見がされましたが、 賛

成多数で原案可決といたしました。よろしく御審議をお願い申し上げます。

0議長(石坂勝雄君) これより質疑に入ります。古賀俊昭君。

018番(古賀俊-昭君) 私、午前中に一度聞いたことなんですが、境界のことをお聞きを

いたします。

いま市長は、担当者から境界の確定はすでに済んでいるとし、う報告を受けている、とし、うお話

でございました。しかし、午前中古谷議員の方からの質問に対しまして、都市整備部長はそのよ

うな答弁は一度もなさらなかったので、あります。私たちも当然境界の未確定部分があるというふ

うに判断をいたしました。一体、境界は確定をしているのかしていないのか。その辺をひとつは

っきりしていただきたし、と思いますが、そのような質疑があったかどうかひとつお願いをいたし

ますD

0議 長 ( 石 坂 勝 雄君) 総務委員長。

0総務委員長(黒川重憲君) お答えいたします。
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昭和 44年 7月 28日に全員の境界確定がなされております。そして、 56年 5月に再表示が

なされております。その承諾書も全部委員の皆さんにも提示をなされました。以上でございます。

O議長(石坂勝雄君) 古賀俊昭君。

018番(古賀俊沼君) 境界が決まっているということであれば、現在話し合いの焦点と

し、いますか、地元の当該地区の住民の方との話し合いの内容というのは具体的にどのようなもの

にしぼられて行われているか、委員会での質疑をお聞かせいただければ司と思います。

0議長(石坂勝雄君) 総務委員長。

0総 務 委 員 長 ( 黒 川 重 憲 君 ) この地域の反対をいわゆるしていらっしゃる方たちとの

話し合いというのは助役の方から答弁がされました。住民の方たちのいわゆる若干の補償問題、

あるいは道路舗装、それから、あそこの研修所でしょうか、研修所の改修等こういったし、わゆる

住民の方たちからの要望が出されておる、こういうことでございます。

0議長(石坂勝雄君) 古谷太郎君。

06番(古谷太郎君) この境界の査定は、当時 44年、これは吹上の区画整理のときの

ものであります。これについての境界というのは、ないんです。これはなぜか、地主と吹上の区

画整理をやった地主とが堀之内の農民なんです。あそこの道路にいま入っている吹上からの管の

ところは同じ地主なんです。組合員が組合員の土地をただ通しただけにすぎない。これはもう問

題にならなし、。 55年のときには、これはだまされているんじゃない、だまされている点もある

んでしょうけれど、立ち会ってない。だから、確実に地主が了解してなし、。だからこそ、この前

工事がとまっちゃったんで、す。もしこれが境界がはっきりしたら工事がとまるわけがない。それ

だけは申し上げておきます。この件については、これからいろいろ問題があると思います。第一、

境界がはっきりしていれば、市が委託した測量会社がなぜ地主さんに立ち会ってくれと言って呼

びかける必要があるのか。本件については、公図等からいって明らかに市の独断であります。今

後これらは裁判で争われることだと思う。

それは次にして、この 56年の 9月 15日の広報これが明らかにうそである、というふうに私

が先ほど市長に申し上げ、た。これは雨水を通す、雨の水、吹上の雨の水、多摩平五丁目、六丁目

の雨の水だと書いてある。明らかにこの管の 8号の工事、今度やるこの工事の中には、吹上の家

庭雑排水、黒川の越流水が入るように設計されてし、る。しからば、この 56年 9月 15日の広報

はうそだ、堀之内住民を愚弄するものである、ということになるわけです。市長はこれを是正し、
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謝罪する気持ちがあるかどうか。恐らくなし、かもしれませんが、しかし、うそは報告するべきで

はない。この点について審議ありましたか。

0議長(石坂勝雄君) 総務委員長。

0総務委員長(黒川重憲君) 審議はございませんでした。市長から答弁。

O議長(石坂勝雄君) 市長。

0市長(森田喜美男君) 都市下水路という法律の上のしかも事業用語でありまして、

それは雨水排水を主役とするものであるが、あわせて公共下水道の完成までの聞は雑排水も受け

られる。これは別の例を言いますと、道路の側溝は道路上に降る雨の排除手段の装置であります

が、しかし、それに面する家庭の雑排水も受け入れざるを得ない、というのが今日の生活の状態

であります。したがって 都市として建設が完腐するまでにはし、ろいろな矛盾もあるわけであり

ますけれど、先ほど言いましたように、迷惑を少なくする努力をしながら、また行政の将来を見

通す能力を持って、そして 1年 1年その業績を積み上げていくことによ って、都市が完成すると

いうふうに御理解をいただきたいと思います。

0議長(石坂勝雄君)

06番(古谷太郎君)

古谷太郎君。

これは、先ほどあなたは訂正しないだろうと言った。そのとおり

だ、良心がない人はそんなもんなんだ。それで、それはいいです、あなたのお考えだから。これ

には雨水担除が可能となる、雨水だけ書いてある。各地域の雨水を浅川に放流すると書いてある。

こうやって旭が丘も同じようにこんな汚い水を浅川へ流している。

それで、それからちょっと聞きますがね。いいですか、このたとえばこの管の 2メートル 25、

2メートル 25の管はし九、ですか、たとえばの話が、あの吹上団地から下の第一住宅におりる山

があります。あそこに 4尺の道がありますD あの道の下に入れるというんだけれど、 4尺の道の

ところへ 8尺以上はかかるのか、 2メートル 25というと、 4尺のところへ 8尺の管をどうやっ

て入れるのか説明してもらいたい。両側は個人の民有地です。

0議長(石坂勝雄君) 総務委員長。

0総務委員長(黒川重憲君) ただいま公図 4尺という答弁がございましたが、市側の

説明は、 8尺だと 2メーター 40とこうし、う説明がございまして、先ほど申しましたとおり、その中にも

し用地の買収ができない場合には、 2メーター 40内におさまるような方法で設計をしていきたし、。

このような答弁がされましたD なお、補足は市側の方から説明させていただきた¥J、と思います。
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0議長(石坂勝雄君)

06番(古谷太郎君)

古谷太郎君。

それじゃし、し、や、 1歩譲ってあなたの言うことが 8尺だと、 4尺

が 8尺でし、L、。あなたがそう思っているなら。ところが 8尺を計算するときに、 2メートル 20 

幾らになる、二十五、六だろう、 1ミリも余裕がないんだな。あんな急な坂道で 1ミリも余裕が

ない。どうやって工事やるんだ。これ絶対できないんだよ、土木業者に開いてみたら。しかも、

そこのところには、小さな昔入れた吹上の管が入っている、その管を取るわけにいかないんだぞ、

いま流れているんだから。たとえばの話です。いいです、どうせあなたは神様わさ'で、やるのかし

れないo 4尺のところへ 8尺のものを入れるんだから、大したもんだo ¥，、し、です。

。議長(石坂勝雄君) ほかに御質疑はありませんか。なければこれをも って質疑を終結

いたします。

委員長報告について御意見があれば承ります。古谷太郎君。

06番〈古谷太郎君〉 いま若干申し上げましたが、要するに住民無視のこういうふうな

工事の強行こういうことは今日の世の中では考えられないことであります。いまたとえば境界の

問題にしてもそうですが、ところが、住民の要望として、昭和 56年 9月 1日に提出されている

文書によれば、決して境界のことには触れていなし、。あの文書は堀之内部落の黒川が非常に汚れ

ちゃっている、臭い、さらにまた臭い水を今度はお寺の裏に流す。 いまの黒川の水は堀之内の山

際を流れています、臭い水が。山際を流れて下流へずっと行って、そして自動車教習所のところ

へ出ているo さらに臭くそれをし、なおかつ臭い水を、この臭い水は線路の東側です。西側の方

は黒川へ行っていますから、これは堀之内の部落の北の外れの山際を流れて上回用水へ行っ.てい

るわけです。これも困る。その上にさらに困る。だからきれいにしろとし、う要望が出ている D こ

の要望については、現在触れられておりません。このような重大な要望が、 2年間も放置された

ままになり、広報によってし、かにも汚水は流しません、雨水を流しますというふうに市民を愚弄

しごまかしている。今後この工事の進行は、堀之内の住民の諸君の部落を愛し、日野市を愛する

情熱によってF血kされるでありましょう。 2年や 3年ではないでしょう。恐らくし、まの理事者の

やっている欠陥を都立高校用地と同じように次の市長が背負わざるを得ない。大変な問題になる

わけであります。 6億円もの工事費をかけて全く使えない都市下水路をつくり、それの起債の利

息もまた全く意味なく払い続ける。ちょうど都立の南平の用地と同じであ ります。

こういうふうに、自分の任期内に返すことができないものを、平然としてどうい う意味だかや
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り、非民主的な独断的な態度は、多摩平六丁目の諸君に将来大きな禍根を残すわけであります。

私は、こうし、う中で、本工事は堀之内地域の住民各位の了解を得、しかる後に行うべきであると

考えるがゆえに、保留すべきであると思うのであります。以上です。

O議長(石坂勝雄君) ほかに御意見はありませんか。 滝瀬敏朗君。

029番(滝瀬敏朗君) 先ほども申し上げましたが、いわゆる住民に対して説明不足、 あ

るいは住民の意向を反映されなかった、こ ういうことが伺われるわけであります。昭和 55年に

樋門をつくった際に、先ほど申し上げましたよ うに市の方では完全に了解がとれているこうい う

ことの中から議会側といたしましても、議決をしてきた経緯があるわけであります。いまここへ

来て最後になりまして、住民の方々からこ うし、う反対が出てくる、こ ういうことは市の方の姿勢

として、もっともっと住民に対するコンセンサスが必要ではなかったか、こ ういうふう なことを

強く考えるわけであります。市の方のいろいろないままでの経過を見てまいりますと、たと えば

新井地区におきます公共下水道の用地にしてもそうであります。数年前に 80%の地主さんの了

解が得られた、こ ういうふうな都市計画委員会の中でも説明があったわけで、ありますけれども、

実際にその場に当たってみますと、とんでもないο 80%以上の方々が反対である。こう いうこ

とがわかったわけで、あります。私は、その際都市計画委員会におきましでも強く反対をしてまい

りましたが、そうし、う姿勢が市の方には大いにあるわけでありますから、も っとも っとこの地域

住民の納得が得られるような話し合いをも っともっと進めていかなければL、けないんじゃないか。

これを強く要望しておきたし、と思います。

O議長(石坂勝雄君) これをもって意見を終結いたします。

これより本件について採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決であります。本件

は、委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

O議長(石坂勝雄君) 挙手多数であります。よって議案第 60号、黒川都市下水路(そ

の 8)工事請負契約の締結の件は、原案のとおり可決されました。

これより議案第 61号、大栗四号処理分区 (58-1)工事請負契約の締結の件を議題といた

します。

総務委員長の審査報告を求めます。

0総務委員長(黒川重憲君) 議案第61号、大栗四号処理分区 (58-1)工事請負
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契約の締結について総務委員会の審査報告を申し上げます。

契約金額 1億 2，2 0 0万にて吉原建設が落札をしたものでございます。委員会において慎重審

議の結果、全会一致可決いたしました。よろしく御審議をお願い申し上げます。

0議長(石坂勝雄君) これより質疑に入ります。なければこれをもって質疑を終結いた

します。

委員長報告について御意見があれば承ります。なければこれをも って意見を終結いたします。

これより本件について採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決であります。本件

は、 委員長報告のとおり決するに御異議ありませんか。

C I異議なしJと呼ぶ者あり〕

0議長 (石坂勝雄君) 御異議ないものと認めます。よって議案第 61号、大栗四号処理

分区(58-1 )工事請負契約の締結の件は、原案のとお り可決されました。

本日の日程はすべて終わりましたD

これをも って昭和 58年第 4回日野市議会臨時会を閉会いたします。

午後 6時 2 分閉会
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